
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る

「
新
宗
教
運
動
」
を
め
ぐ
る
法
的
諸
問
題藤

問

尚

則

{
郵
鑓
大
学
)

は

め

じ

アメリカ合衆国におけるf務主義教運動」をめぐる法鈴諮問緩(簸悶)

ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
一
九
六

0
年
代
か
ら
七
0
年
代
に
か
け
、
新
宗
教
運
動
(
霊
場
話
回
目
柱
。

g
g
o
z
n
s
g
)

が
急
激
に
誌
が
り
、
そ
の
驚
異
的
発
展
は
、
現
代
ア
メ
リ
カ
人
の
宗
教
生
活
の
大
き
な
特
雛
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
新
議
教
盟
体

の
う
ち
、
あ
る
集
団
は
、
カ
ル
ト
(
口
己
立
と
時
ば
れ
、
新
奇
な
宗
教
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
カ
ル
ト
の
正
確
な
教
は
把
握
さ

れ
て
は
い
な
い
が
、
社
会
学
者
E
-
メ
イ
ヤ
i
(
出
向
。
ロ
累
開
ま
と
と
L
・
キ
ッ
チ
〈

F
S
E
E
S
F
)

九
六
G
年
以
後
、

人
の
社
会
学
者
は
、

(1) 

一
三

O
O以
上
も
の
新
宗
教
団
体
が
ア
メ
リ
カ
社
会
に
出
現
し
て
き
で
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。

の

瀦
樹
、
新
宗
教
の
発
畿
は
、
過
激
な
布
教
活
動
と
ア
メ
リ
カ
人
の
市
民
的
、
宗
教
的
生
活
の
主
流
か
ら
回
心
者
を
徹
底
的
に
分
離
す

る
と
い
う
生
活
様
式
を
伴
っ
て
き
て
お
り
、
後
者
は
、
し
認
し
ば
青
年
四
心
者
を
そ
の
潤
薬
及
び
家
族
の
議
教
的
慣
習
か
ら
議
立
化
M
C

せ
る
現
象
会
出
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
特
に
、

一
九
七
八
年
十
一
月
十
九
日
に
起
き
た
ジ
ヨ

l
ン
ズ
ダ
ウ
ン
で
の
入
畏
寺
院
〈
器
昌
宏
〆

3
8
1と
の
集
田
良
殺
は
、
社
会
の
注
目
を
浴
び
、
新
宗
教
に
対
す
る
一
般
大
衆
の
批
判
的
態
撲
を
高
め
た
の
マ
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
に
お
い
て
、
七
0
年
代
後
半
、
霞
良
は
、
連
邦
、
州
及
び
地
方
議
治
体
に
カ
ル
ト
と
時
ば
れ
る
新
宗
教
が
社
会

友
ぴ
政
治
に
及
ぼ
す
驚
異
を
調
資
す
る
よ
う
要
求
し
、
こ
の
政
治
的
圧
力
に
蕗
え
る
形
で
連
邦
議
会
は
、

一
九
七
九
年
に
特
別
加
公
聴
会
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を
関
儀
し
、
そ
れ
に
続
い
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
イ
ノ
リ
ィ
、
メ
リ
1
ラ
ン
ド
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
等
の
各
州
で
も
公
聴
会
が
開
催
さ

れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ

i
ク
鮒
で
は
州
刑
法
典
を
改
正
し
、
偽
依
宗
教
的
カ
ル
ト
を
助
長
す
る
宥
為
は
議
罪
古
田
H
O
D
-

に
す
べ
き
で
あ
る
と

の
法
案
が
襲
出
さ
れ
る
に
ま
で
護
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
政
府
に
よ
る
特
定
の
宗
教
間
体
に
対
す
る
公
聴
会
の
開
催
や
調

(2) 

査
は
、
合
衆
閣
憲
法
修
正
第
一
条
の
問
蟻
を
生
起
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

七
0
年
代
後
半
に
お
け
る
強
力
な
反
カ
ル
ト
運
動
(
恒
三
工
己
仲
間

0
2
5き
こ
の
出
現
と
共
に
、
新
宗
教
は
、
「
洗
謡

2
3
5
d司
跡
的

窓
口
ぬ
)
い
や
吋
精
袴
操
作
(
段
誌
の

022H)」
、
「
強
制
約
説
得

(
8由
設
書
官
話

g巴
O
ロ
ご
と
い
っ
た
手
段
を
用
い
て
る
と
非
難
さ
れ
、

特
に
、

宙
開
出

続

教
会

州
内

H12Fロ岱)、

サ
イ
ヱ
ン
ト
ロ
ジ

i

〈の
YMH円
円
リ
ゲ

。同

ω03HMけ
OMmvm門
司
)
、

ハ
ー
レ
・
ク
リ
シ
ユ
ナ

〈

d
E
2
0
5
2
H
M
Q
M
u
g
y
〉
と
い
っ
た
団
体
に
そ
の
批
判
が
・
向
け
ら
れ
た
。
対
社
会
的
に
こ
の
強
襲
か
ら
自
ら
を
守
る
べ
く
、
新
宗
教

は
、
事
持
年
回
心
者
を
爾
親
か
ら
引
き
離
す
と
い
う
手
段
に
出
た
た
め
、
新
宗
教
に
対
す
る
攻
撃
は
、
宗
教
的
、
民
宗
教
的
理
由
の
み
な

-120 

ら
ず
公
私
一
間
分
野
か
ら
も
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
α

反
カ
ル
ト
選
動
の
目
的
は
、
額
心
者
を
家
族
及
び
法
統
的
社
会
舘
鐙
に
引
き
旋
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
為
、
誘
拐
や

イ
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
戸
時
官
。
鳴
静
岡
HHBEm)」
と
い
っ
た
行
動
が
、
広
く
成
人
し
た
子
供
を
新
探
教
間
体
及
び
そ
の
影
響
下
か
ら
引
き
離
す
た

め
に
両
親
及
び
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
主
宰
言
明
伊
川
口
慰
問
〉
と
呼
ば
れ
る
専
門
家
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
動

撲
が
何
で
あ
れ
、
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、
宗
教
関
懇
へ
の
政
府
の
干
渉
と
宗
教
の
自
由
な
活
動
の
両
面
で
修
正
第

(
3〉

根
本
的
に
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

条
の
問
題
を

本
棋
は
、
カ
ル
ト
を
め
ぐ
る
種
々
の
法
鵠
諮
問
問
題
の
う
ち
、
特
に
、
「
洗
脳
」
、
「
強
制
約
説
得
」
及
び
「
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」

の

問
題
に
焦
点
を
あ
て
、
会
衆
閑
織
法
修
正
第
一
条
で
保
障
さ
れ
た
辺
市
教
の
自
由
な
活
動
(
川
町
窓
命
凶
器
2
2
0
0同
窓
口
ぬ
い
ひ
肢
と
と
の
関

集
で
カ
ル
ト
と
呼
ば
れ
る
新
宗
教
会
と
り
ま
く
法
的
関
鶏
を
ど
の
よ
う
に
処
理
}
す
べ
き
か
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
今
後
、



日
本
に
お
い
て
も
生
ず
る
で
あ
ろ
う
開
種
の
問
題
(
衰
に
起
き
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
)
解
決
の
何
等
か
の
示
唆
と
な
る
こ
と
を
意
鴎

す
る
も
の
で
あ
る
。カ

ル
ト
の
定
義
を
め
ぐ
っ
て

カ
ル
ト
と
い
う
言
葉
が
何
を
意
味
す
る
の
か
を
定
義
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
菌
難
な
問
問
題
で
あ
る
が
、
カ
ル
ト
に
対
し
て
懐
疑
的
投

アメリフ者会費~~警における f遠野宗教幾重隆jをめぐるま長約誇要望緩{藤田)

場
を
と
る

R
・ル
l
デ
イ
ン
(
問
問
昆
百
)
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
宗
教
は
、
そ
の
毅
史
の
あ
る
溺
穂
に
お
い
て
渦
庶
の
過
ち
却
し
て

き
た
。
過
激
主
義
、
在
信
的
行
為
、
不
合
理
は
企
て
の
宗
教
に
見
泌
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
は
、

で
の
療
教
的
或
い
は
神
秘
的
経
験
の

本
糞
釣
構
成
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
諜
教
カ
ル
ト
は
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
モ
ル
モ
ン
教
会
、
或
い
は
過
去
の
新
宗
教
選

動
と
は
異
な
る
。
現
代
の
カ
ル
ト
は
、
過
去
の
宗
教
カ
ル
ト
や
穣
窓
し
た
接
教
〈
器
鉱
山
M
M

絞
宮
内
山
窓
口
荘
。
と
と
は
濃
い
、
目
立
っ
た

特
賞
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
根
本
的
栂
濃
が
、
程
度
と
本
質
に
お
い
て
カ
ル
ト
を
異
な
っ
た
も
の
に
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
現

{
5〉

象
に
し
て
い
る
と
し
、
こ
れ
ら
の
特
質
と
し
て
十
閥
の
そ
れ
を
列
挙
し
て
い
る
。
以
下
、
要
約
し
て
み
よ
う
。

部
会
員
は
、
彼
ら
が
救
畿
主
〈
認
訴
訟
仰
げ
)
と
儲
じ
得
る
会
能
の
指
導
者
に
忠
誠
を
饗
い
、
指
導
者
が
毎
日
の
生
活
の
規
則
を
定
め
、

教
義
又
は
蒸
理

山
山
理
性
的
思
考
は
、
認
め
ら
れ
な
い
か
、
禁
止
さ
れ
る
。
集
聞
は
、
叢
惑
力
又
は
感
情
的
経
験
を
強
調
し
、
反
主
知
主
義
的
で
あ
る
。

知
識
は
、
集
間
関
又
は
そ
の
指
導
者
に
よ
っ
て
施
与
さ
れ
る
知
識
又
は
経
験
と
し
て
再
定
義
さ
れ
る
。

知
カ
ル
ト
の
勧
誘
の
手
法
は
、
し
ば
し
ば
人
を
欺
く
(
皆

gHuts)
も
の
で
あ
り
、
信
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
被
が
何
を
期
待

す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
徒
に
伺
が
要
求
さ
れ
る
か
を
告
げ
ら
れ
な
い
。
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川
間
カ
ル
ト
は
、
心
理
的
に
会
員
を
無
力
に
し
、
披
を
し
て
自
分
の
か
か
え
る
殉
難
は
喰
一
集
鴎
に
よ
っ
て
の
み
解
決
さ
れ
得
る
の
だ

と
告
と
込
ま
せ
る
。
他
の
金
て
の
治
療
方
法
、
心
理
学
者
、
精
神
科
様
、
議
教
的
議
念
、
一
肉
親
又
は
友
濃
の
手
助
け
は
、
信
用
に
催
し

な
い
も
の
と
さ
れ
、
し
試
し
可
禁
止
さ
れ
る
。

仙
川
新
カ
ル
ト
は
、
巧
妙
に
罪
を
処
理
す
る
。
信
者
は
、
集
留
が
生
専
を
授
け
る
権
離
を
有
し
、
心
理
学
者

H
-
ス
ベ
ロ

〈
沼
氏
ミ
ル

m
w
H
U
2
0
)

に
従
え
託
、
「
誰
が
肉
体
的
に
又
は
比
臨
機
的
に
生
死
の
権
利
刊
を
有
す
る
か
」
を
決
定
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
と
鑓
乙
て
い

る
o 

館
、
ヵ
ル
ト
の
会
員
は
、
下
界
か
ら
隔
離
さ
れ
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
及
び
テ
レ
ど
か
ら
の
情
報
、
過
去
、
学
校
、
仕
事
、
家
族
、
友
人
か

ら
関
係
を
絶
た
れ
、
自
由
に
出
入
り
で
き
な
く
な
る
。

例
会
撲
の

掛
観
念
論
的
会
鼠
の
怯
殺
を
引
く
た
め
に
、
あ
る
カ
ル
ト
は
、
社
会
を
改
善
し
、
貧
関
者
を
救
済
す
る
名
目
で
金
銭
の
欝
達
を
許
可

-122ー

生
又
は
生
指
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
は
、
カ
ル
ト
又
は
そ
の
指
導
者
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

す
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
エ
ネ
ル
本

i
は
、
社
会
の
設
警
と
い
う
よ
り
も
集
屈
の
福
利
増
進
に
費
や
さ
れ
る
。

仙
川
カ
ル
ト
の
会
鼠
は
、
集
聞
の
た
め
に
食
時
間
労
働
す
る
。
後
ら
は
、
非
常
に
長
時
間
、
時
と
し
て
一
誌
に
十
八

i
一
一
十
持
荷
、

一
規
制
問
に
七
日
間
ほ
と
ん
ど
無
給
で
品
故
会
下
げ
た
状
説
下
で
働
く
の

州
側
カ
ル
ト
は
、
反
女
性
、
反
子
供
、
反
家
族
で
あ
る
。
女
性
は
、
料
理
、
清
掃
、
街
路
で
の
寄
付
金
勧
誘
と
い
っ
た
仕
事
に
裁
か
さ

れ
、
集
団
の
意
思
決
定
の
地
位
に
つ
か
ず
、
産
兎
制
約
媛
、
豊
絵
及
び
出
産
状
視
は
、
通
例
、
男
性
で
あ
る
集
部
の
隷
導
饗
に
よ
っ
て
鏡

制
さ
れ
る
。
子
供
達
は
、
不
十
分
な
世
話
と
教
育
を
受
け
る
の
み
で
、
両
親
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
、
集
団
内
の
他
人
又
は
雨
続
か
ら
地

理
的
に
離
れ
た
と
こ
ろ
で
育
て
ら
れ
る
。
家
装
の
終
は
、
カ
ル
ト
へ
の
忠
誠
の
下
位
に
置
か
れ
、
カ
ル
ト
は
、
ぞ
れ
議
体
を
よ
り
高
次

の
家
族
で
あ
る
と
さ
え
一
言
う
。



綿
あ
る
カ
ル
ト
の
会
錆
は
、
襲
来
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
の
世
に
お
い
て
吋
凝
縮
ば
れ
た
」
生
き
残
り
集
団
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
と
信

じ
、
字
簡
は
絶
対
的
普
と
絶
対
的
悪
の
翻
争
に
泌
信
念
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
相
反
す
る
二
つ
の
力
の
最
終
的
闘
い
が
す
ぐ
に
も
開
始

さ
れ
る
と
穣
じ
て
い
る
。

儲
カ
ル
ト
集
簡
の
多
く
は
、
手
設
を
蕊
当
住
す
る
為
の
罰
的
を
許
す
哲
学
を
共
有
し
て
い
る
。
魂
の
救
済
、
こ
の
世
の
救
襲
、
患
に

対
す
る
磐
の
勝
利
と
い
っ
た
躍
的
が
非
常
に
盤
要
で
あ
る
が
た
め
に
、
こ
れ
ら
を
成
就
す
る
に
必
饗
な
い
か
な
る
手
段
も
カ
ル
ト
に
よ
っ

て
許
さ
れ
、
ロ
ぷ
つ
激
励
さ
れ
る
。
更
に
、
カ
ル
ト
の
会
員
の
価
鐘
と
外
的
世
界
の
舗
債
と
い
う
二
重
の
繕
舗
が
、
生
存
し
て
い
る
。

アメリカ合衆留におけるf新祭敬遠動Jをめぐる告を約諮問題{灘間)

掛
カ
ル
ト
は
、
し
ば
し
ば
秘
密
、
神
秘
と
い
っ
た
狼
特
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
覆
い
賂
博
さ
れ
て
い
る
。

同
不
当
な
カ
の
行
使
と
い
っ
た
情
況
が
、
し
ば
し
ば
カ
ル
ト
を
取
り
巻
い
て
る
。

ル
l
デ
イ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
誇
特
徴
は
一
一
般
論
で
あ
り
、
等
し
く
集
部
の
全
て
に
あ
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
こ
れ
ら
諸
特
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徴
令
競
え
る
集
誌
と
し
て
、
統
一
一
教
会
、

ハ
i
レ
・
ク
ワ
シ
ユ
ナ
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ

i
、
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
(
の
げ
が
円
台
y
o同
〉
百
戸
島
内
命
令

き
ロ
)
、
神
の
子

(
C
Y広
島
吋

g
a
c
c
忠
、
ボ
デ
ィ

i
-
オ
プ
・
キ
リ
ス
ト
〈
切
。
金
え
の
}
二
百
件
〉
、
ザ
s

ウ
ェ
イ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ

ル
〈
サ
}
g
d司
内
々
日
ロ
芯
答
岱
け
い
O
ロ
即
日
〉
、
デ
ィ
ヴ
イ
イ
ン
・
ラ
イ
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
〈
U
F
4
5叩

t
m言
尽
窃
乞
。
己
、
ザ
・
ト
!
ニ

i
・ス

i

ザ
ン
ア
ラ
モ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
l
シ
匁
ン
三
宮
↓
oミ
宮
内
山

mss〉
戸
静
岡
野

O
G
H江
田
氏
S
P
U
S
岳
民
o己
を

掲

げ

{S) 

て
い
る
。

(7) 

か
か
る
見
解
に
対
し
て
、
レ
オ
・
プ
ブ
エ
フ
ァ
!
p
g
M
M
州
民
向
。
乙
は
、
「
不
人
気
な
セ
ク
ト
へ
の
平
等
な
保
護
い
と
題
す
る
論
文

の
中
で
カ
ル
ト
に
つ
い
て
冷
静
に
分
析
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

社
会
学
者
ツ
ァ
レ
ス
キ
i
宙
局
え
路
三
と
レ
オ
ン
(
F
S
g
)
は
、

一
九
七
四
年
の
著
者
「
現
代
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
活
動
」

の
序

論
で
カ
ル
テ
イ
ズ
ム
〈
の
己
t
m
g〉
に
つ
い
て
二
六
の
特
徴
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
ぞ
れ
ら
特
徴
の
中
に
は
吋
教
会
の
多
く
は
、
十
九
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世
紀
の
ア
メ
リ
カ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
分
枝
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
い
く
つ
か
は
輸
入
さ
れ
た
宗
教
で
あ
り
、

一
般
的
に
こ

れ
ら
会
て
は
十
九
法
紀
の
聞
に
合
衆
鑓
に
も
た
ら
さ
れ
る
集
頴
に
関
係
し
て
い
る
い
、
「
集
開
の
多
く
は
相
互
に
教
義
的
、
社
会
的
分
派

を
通
し
て
持
獲
し
て
き
で
い
る
い
、
「
最
近
の
壁
史
の
中
で
こ
れ
ら
集
団
は
、
社
会
か
ら
の
迫
害
に
直
面
し
、
そ
の
関
離
を
法
廷
で
解
決

し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
い
う
そ
れ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
特
鑑
は
、
集
問
問
は
カ
リ
ス
マ
的
人
物
を
翠
り
巻
い
て
組
織
さ
れ
、

し
ば
し
ば
会
員
の
強
周
な
規
範
を
有
し
、
も
し
そ
れ
を
謹
書
し
た
な
ら
ぜ
追
放
に
つ
な
が
る
一
連
の
明
確
な
準
則
を
有
し
て
い
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
集
毘
は
、
他
の
競
合
す
る
宗
教
に
承
認
を
要
求
す
る
こ
と
は
な
く
、
自
ら
が
神
(
喜
市
宮
4
5
0
〉
と
唯
一

不
断
の
接
触
を
有
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
主
議
や
教
義
は
、
カ
ル
ト
に
棟
建
さ
れ
る
も
の
と
は
設
え
な
い
。
カ
ル
ト
は
、
確
立
さ
れ
、
敬
意
を
表
さ

れ
る
告
仰
と
ほ
と
ん
ど
関
乙
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ゃ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
は
、

ヘ
プ
ラ
イ
人
の
宗
教
か
ら
「
教
義
的
、
社
会

-124-

的
分
派
い
を
通
し
て
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ヘ
ブ
ル
書
公
富
国
吾
川
崎
省
出
)
や
今
リ
ス
ト
教
徒
は
、
は
た
し
て
そ
れ
ぞ

の
盤
戦
者
を
過
し
て
の
み
神
と
の
接
触
が
あ
り
得
る
と
業
躍
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
他
の
社
会
学
者
は
、
カ
ル
ト
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
各
々
の
定
義
を
試
み
て
お
り
、
何
人
か
の
社
会
学
者
は
カ
ル
ト
と
い
う
濁
話

を
避
け
て
い
る
。
ッ
ァ
レ
ス
キ
!
と
レ
オ
ン
は
、
む
し
ろ
「
周
辺
的
教
会

(gmw吋
例
区
乞
各
同
行

y
gご
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
他
の
社
会
学
者
、
人
類
学
者
、
社
会
心
理
学
者
及
ぴ
宗
教
学
者
も
、
「
カ
ル
ト
い
に
つ
い
て
め
い
め
い
の
定
義
を
試
み
て
い
る
の

で
あ
る
。
多
分
、
無
党
抵
の
素
人
の
観
察
者
は
、
「
も
し
あ
な
た
が
た
が
そ
れ
を
儒
ず
る
な
ら
ば
、
ぞ
れ
は
宗
教
で
あ
り
、
或
い
は
多

分
宗
教
そ
の
も
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
も
し
あ
な
た
が
た
が
そ
れ
に
つ
い
て
と
や
か
く
脅
わ
な
け
れ
ば
、
ぞ
れ
は
セ
ク
ト

2
2己

で
あ

り
、
あ
な
た
が
た
が
そ
れ
を
恐
れ
た
り
憎
ん
だ
り
す
れ
ば
、
そ
れ
は
カ
ル
ト
で
す
い
と
い
う
定
義
を
行
、
つ
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ど
ん
な

専
門
用
語
が
そ
の
他
の
学
問
分
野
に
存
悲
し
よ
う
と
も
、
カ
ル
ト
は
罰
教
を
樹
立
し
、
宗
教
の
自
・
出
な
活
動
を
禁
止
す
る
法
律
を
禁
ず



る
合
衆
罷
憲
法
修
正
第
一
条
の
目
的
の
み
な
ら
ず
、
公
職
棋
に
つ
く
に
際
し
て
の
窺
教
上
の
審
査
を
禁
止
す
る
憲
法
規
定
の
話
的
か
ら
い
っ

〈

S〉

つ
の
宗
教
」
で
あ
る
。

て
も
「
か
か
る
観
点
に
立
っ
て
プ
フ
エ
フ
ァ
!
は
、
吋
合
衆
国
憲
法
修
正
第
一
条
の
語
教
の
闘
由
の
保
障
の
目
的
は
、
不
人
気
な
宗
派

(
重
苦
言
戸
時
得
意
弘
前
富
島

p
u
v記
、
を
保
護
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
現
在
も
そ
う
で
あ
る
。
憲
議
は
、
胸
部
公
会
信
徒
〈
何
回
M

仲間口
O

マ

帥
H
F
9
M
M

色
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
徒
〈
呂
志
ぎ
念
出
仲
間
)
、
長
老
派
教
会
信
徒
定
立
与
志
向
肋
豊
田
)
、
濃
い
は
そ
の
他
の
十
分
に
確
立
し
、
且
つ

授
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
宗
教
の
安
全
令
保
障
す
る
た
め
に
は
必
擦
で
は
な
い
。
修
正
第

条
の
真
髄
は
、
も
し
我
々
が
カ
ル
ト
と

アメリカ合衆習におけるf厳然数運動」をめぐるさ表的諸問題(藤田〉

総
叫
ん
で
い
る
宗
教
が
官
吏
や
大
多
数
の
ア
メ
リ
カ
人
の
自
に
不
人
気
に
映
る
こ
と
の
放
に
修
正
第
一
条
の
保
隊
幽
邸
内
か
ら
排
除
さ
れ
た

(
き
)

な
ら
ば
、
致
命
的
損
傷
を
被
る
で
あ
ろ
う
」
と
明
獲
に
述
べ
て
い
る
。

ト
ー
マ
ス
・
ロ
ビ
ン
ズ

q
v
O
B
E
M
N
Gぴ
ぴ
広
明
〉
は
、
形
式
的
定
義
は
で
き
な
い
と
し
、
ぞ
れ
を
断
念
し
て
い
る
。
思
ち
、
「
カ
ル

-125-

ト
」
と
い
う
用
舗
は
、
ま
す
ま
す
種
々
の
要
素
を
含
ん
だ
集
部
及
び
運
動
の
集
合
物
に
用
い
ら
れ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ

の
結
果
、
明
確
な
法
学
的
、
或
い
は
社
会
学
科
的
カ

リ
ー
と
し
て
不
漉
惑
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
カ
ル
ト
と
い
う
用
語
は
、

不
人
気
な
型
に
は
ま
ら
な
い
宗
教
的
な
、
そ
し
て
時
と
し
て
は
政
治
的
な
集
団
に
用
い
ら
れ
る
文
句
に
言
及
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。

こ
の
文
句
が
適
用
さ
れ
る
集
団
は
、
常
に
で
は
な
い
が
、
し
ば
し
ば
、
権
成
主
義
的
、
共
縄
社
会
的
で
あ
り
、
全
体
主
義
的
判
、
あ
る
。

{
泌
)

ル
ト
」
だ
と
批
雛
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
集
開
を
指
す
の
で
あ
る
、
と
。

要
す
る
に
、
「
カ
ル
ト
」
は
、

カ
ル
ト
の
活
動

川
門
事
集
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カ
ル
ト
に
向
け
ら
れ
る
最
も
頻
繁
な
非
難
の
一
つ
は
、
カ
ル
ト
が
新
会
員
令
募
集
す
る
に
捺
し
て
人
そ
欺
く
手
法
を
用
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
郎
ち
、
募
集
者
は
、
個
人
に
宗
教
集
国
の
持
率
に
参
加
す
る
よ
う
勧
め
て
い
る
こ
と
を
告
仔
ず
、
会
合
の
自
約
が
応
募

{
孔
〉

者
の
精
神
作
用
や
澄
掲
の
他
の
人
達
と
の
廃
係
を
変
え
る
方
法
を
手
解
き
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
も
患
告
し
な
い
、
と
批
難
さ
れ
る
。

青
年
は
、
し
ば
し
ば
、
意
味
内
容
、
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
結
果
、

い
は
カ
ル
ト
が
復
に
要
求
す
る
命
令
を
先
企
に
理
解

し
な
い
で
カ
ル
ト
に
入
会
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
カ
ル
ト
の
名
称
や
そ
の
宗
教
的
特
質
も
、
初
め
は
応
募
者
に
秘

(ロ)

轡
に
さ
れ
、
か
か
る
情
報
が
提
供
さ
れ
た
と
し
て
も
徐
々
に
カ
ル
ト
の
教
義
及
び
実
識
を
手
解
き
さ
れ
て
い
く
、
と
い
う
。

し
か
し
、
か
か
る
非
難
を

律
に
評
寵
す
る
こ
と
に
は
関
難
性
が
つ
き
ま
と
う
。
蓋
し
、
様
々
な
カ
ル
ト
集
団
の
間
に
そ
の
募
集
活

動
に
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
同
一
の
カ
ル
ト
内
に
お
い
で
さ
え
、
そ
の
地
理
的
場
所
の
濃
い
に
よ
っ
て
活
動
に
相
違
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
カ
ル
ト
へ
の
入
会
が
自
号
の
意
思
に
基
づ
か
な
い
不
本
意
な

(
B
S
M
S
S
2〉
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に

国
家
介
入
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
論
議
に
と
っ
て
、
最
初
の
募
集
段
階
に
詐
欺
お

8
3
5
uと
が
あ
っ
た
か
否
か
が
、
議
婆
な
要

閣
と
な
っ
て
く
る
。
議
っ
て
、
あ
る
入
金
者
が
、
自
己
の
入
会
に
よ
っ
て
生
ず
る
結
果
を
完
全
に
知
悉
し
た
よ
で
入
会
し
た
場
合
、
そ

-126 

の
後
の
カ
ル
ト
の
行
動
が

rう
で
あ
れ
、
彼
の
入
会
は
自
由
意
思
に
恭
づ
く
自
発
的
な
ず

O
E
m
sミ
)
な
も
の
で
あ
る
と
言
い
得
る

の
で
あ
る
。

リ
チ
ャ

i
ド
・
デ
ル
ガ
ド
(
豆
口
げ
伊
え
り
拍
M
m

町
立
。
)
は
、
カ
ル
テ
イ
ス
ト
の
不
本
意
の
入
会
を
知
識
と
間
的
意
能
力
と
の
砲
の
マ
ト
リ
ッ

ク
ス
で
あ
る
と
概
念
化
し
て
い
る
。
時
ち
、
応
募
者
が
最
初
に
話
を
も
ち
か
け
ら
れ
た
持
、
彼
は
完
全
な
同
意
能
力
を
有
し
て
い
る
が
、

告
知
さ
れ
る
べ
き
寓
意
の
基
礎
と
な
る
べ
き
知
識
は
欠
落
し
て
い
る
。
彼
の
知
識
が
増
加
す
る
に
従
っ
て
、
同
意
能
力
は
減
少
す
る
。

{
刊

M
U

従
っ
て
、
被
は
、
十
分
な
量
の
知
識
と
宛
金
に
富
由
意
思
か
ら
出
る
筒
意
能
力
・
を
問
時
並
行
的
に
決
し
て
持
ち
合
わ
せ
な
い
。

換
…
資
す
れ
ば
、
個
人
が
間
的
意
を
与
え
る
に
長
饗
十
分
な
一
知
識
を
有
す
る
に
叢
る
時
点
に
お
い
て
は
、
議
は
そ
の
岡
裁
を
自
由
意
思
に



基
づ
い
て
与
え
る
心
理
学
的
総
力
を
欠
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、
繰
す
べ
き
活
動
に
つ
い
て
の
完
全
な
る
知
識
会
も
っ
て
カ
ル

ト
に
入
会
し
た
部
募
者
は
、
カ
ル
ト
の
議
動
の
内
容
如
何
を
関
わ
ず
、
カ
ル
ト
に
自
由
意
思
に
基
づ
い
て
参
加
し
て
い
る
と
見
倣
さ
れ

る
と
推
断
さ
れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
参
加
者
が
生
活
態
震
の
変
更
に
接
し
た
と
し
て
も
相
違
は
な
い
の
で
あ
り
、
畿
は
か
か
る

(
川
崎
)

生
活
態
度
の
変
貨
に
堪
え
る
こ
と
に
間
態
す
る
機
利
を
有
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ど
の
程
度
に
わ
た
っ
て
入
を
歎
く
募
集
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
推
泌
す
る
こ
と
は
菌
難
で
あ
り
、
会
て
の
カ

アメリカ合衆国における「新宗教運動jをめぐる法約諸問緩(藤田)

ル
ト
集
団
が
常
に
か
か
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
す
る
こ
と
は
、
い
た
っ
て
不
明
確
で
あ
る
。
所
与
の
カ
ル
ト
が
、
か
か
る
活
動
会
仔
つ

〈%)

て
い
る
か
密
か
を
決
定
す
る
絶
対
繕
突
な
方
詮
は
、
事
夜
し
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

川
同
教
合
遥
程
に
お
け
る
強
制
説
得

反
カ
ル
ト
意
義
者
は
、
教
化
過
程
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
批
難
し
て
い
る
。
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カ
ル
ト
の
教
化
活
動
は
、
思
考
力
の
巧
み
な
操
作
、
或
い
は
洗
脳
と
い
う
計
閥
的
、
日
品
つ
複
雑
な
行
動
様
式
を
と
り
、
被
害
者
の
教

化
に
抵
抗
す
る
通
常
の
能
力
を
侵
融
合
す
る
。
高
募
者
が
カ
ル
ト
の
影
響
下
に
止
ま
れ
ば
止
ま
る
ほ
ど
、
被
の
鍛
銃
能
力
は
弱
っ
て
い
く
。

そ
し
て
最
終
的
に
か
な
り
の
時
間
、
カ
ル
ト
の
影
響
下
に
止
ま
れ
ば
、
械
は
、
自
ら
の
意
思
決
定
能
力
を
喪
失
す
る
と
い
う
ほ
ど
に
認

識
能
力
が
欠
落
す
る
。

洗
麟
の
過
程
は
、
い
く
つ
か
の
巧
み
な
操
作
と
い
う
行
動
様
式
を
問
時
に
使
用
す
る
と
い
う
複
雑
な
も
の
で
あ
る
。

般
に
教
化
は
、

比
較
的
混
用
推
さ
れ
た
環
境
の
下
で
行
わ
れ
る
。
退
去
す
る
こ
と
に
物
理
的
障
害
は
存
在
し
な
い
と
し
て
も
、
心
理
的
圧
迫
と
当
該
場
所

の
逮
捕
さ
が
、
応
募
者
を
逃
げ
だ
き
な
い
よ
う
に
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
勝
る
綴
問
、
彼
に
対
し
て
強
制
が
加
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、

経
験
豊
か
な
会
員
が
畿
に
詮
意
力
と
愛
情
念
浴
せ
心
理
的
に
巧
み
に
操
る
。
応
募
者
が
腸
踏
の
な
い
膿
従
意
思
そ
示
す
と
、
会
員
は
毅

情
表
現
を
強
め
、
逆
に
彼
が
会
舗
を
疑
問
視
す
れ
ば
突
然
批
難
を
浴
び
せ
る
。
応
募
者
は
、
決
し
て

人
に
は
さ
れ
ず
、
或
い
は
新
し
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く
入
っ
て
来
た
部
葬
者
と
会
話
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
ず
、
常
に
経
験
農
か
な
会
員
に
付
き
添
わ
れ
る
。
後
は
、
ほ
と
ん
ど
十
分
な
騒
践

を
許
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
栄
養
不
廷
の
食
物
を
施
与
さ
れ
る
。
そ
の
間
に
、
彼
は
、
徐
々
に
立
つ
混
乱
状
態
の
中
で
カ
ル
ト
の

患
考
方
法
へ
と
導
か
れ
て
い
く
。
生
じ
て
く
る
問
題
点
や
疑
問
点
は
、
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
誘
惑
で
あ
る
と
告
知
さ
れ
、
彼
の

(
同
山
)

僑
じ
よ
う
と
す
る
犠
仰
を
捨
て
る
よ
う
唆
す
家
族
を
含
む
全
て
の
銭
外
者
は
、
密
避
す
べ
き
存
在
だ
と
教
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
反
カ
ル
ト
の
立
場
を
と
る
論
者
は
、
幾
分
、
感
情
的
に
カ
ル
ト
を
攻
撃
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
問
題
は
、
カ
ル
ト
へ
の
参
加
が
不
本
意
で
あ
る
と
い
う
理
論
を
根
拠
に
国
家
の
介
入
を
十
分
に
正
当
化
し
得
る
か
否
か
と
い
う
開

組
で
あ
る
。

器

デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

一128-

デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、
民
カ
ル
ト
主
義
者
連
の
強
力
な
武
器
と
な
っ
て
い
る
。

E
・
ル
!
ム

zzccHH)
に
詫
え
ば
、

デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
は
、
宗
教
語
体
の
僧
者
か
ら
そ
の
意
思
に
一
決
し
て
体
の
自
践
を
嫌
い
、
監
禁
し
、
そ
の
京
教
的
若
念
を
放
棄

す
る
ま
で
強
力
な
精
袴
的
、
感
情
的
圧
迫
を
加
え
、
そ
し
て
持
と
し
て
は
、
物
理
的
強
制
に
殺
せ
し
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て

デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
マ

i
と
は
、
商
議
又
は
近
親
者
の
要
請
に
義
づ
い
て
宗
教
セ
ク
ト
の
会
凝
に
対
し
て
よ
誌
の
諸
活
動
を
行
う
導
内
家
会

い
う
の
で
あ
り
、
手
数
料
を
と
っ
て
働
き
、
場
合
に
よ
る
と
そ
の
額
は
ご
万
五
千
ド
ル
に
も
及
ぶ
と
い
う
。
被
ら
タ
イ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

ゃ
あ
る
親
は
、
こ
れ
ら
会
て
の
新
セ
ク
ト
は
青
年
を
義
膜
す
る
た
め
の
秘
密
結
社
の
一
部
で
あ
り
、
彼
ら
を
ゾ
ン
ピ
〈

N
G
H
P
Z
拍
)
に

一
変
容
す
る
も
の
で
あ
る
と
篠
信
し
て
い
る
と
設
わ
れ
、
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
、
多
く
の
本
質
的
に
異
な
る
鮒
体
の
信
mw又
は
実
践
を

{げ〉

裁
関
す
る
努
力
を
す
る
こ
と
な
く
、
相
違
な
る
間
体
令
罰
じ
も
の
と
し
て
議
っ
て
い
る
と
替
わ
れ
る
。



レ
ル
ー
ム
に
よ
れ
ば
、
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
遇
韓
は
、
誘
拐
(
与
含
2
5
g
)
か
ら
蛤
ま
る
。
し
ば
し
詰
被
害
者
は
、
力
ず
く

で
率
に
押
し
込
め
ら
れ
て
誘
拐
者
以
外
の
だ
れ
人
と
も
接
触
で
き
な
い
場
所
に
連
行
さ
れ
、
意
思
に
反
し
て
一
ニ
譲
間
以
上
掲
東
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
初
の
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、
ニ
ー
三
日
で
終
了
す
る
。
被
害
者
の
難
眠
は
奪
わ
れ
、
鍍
は
自
ら
の
僑
念
が
誘

拐
者
の
賛
成
を
得
る
ま
で
は
開
放
さ
れ
な
い
設
告
知
さ
れ
る
。
家
族
構
成
奥
開
様
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
集
開
闘
の
構
成
員
は
、
被
答
者

が
拘
束
さ
れ
て
い
る
器
産
に
入
っ
て
来
て
、
彼
が
新
し
く
見
出
し
た
宗
教
的
情
念
令
嬢
開
削
す
る
ま
で
質
問
と
弾
劫
で
も
っ
て
激
し
く
攻

〈
叩
岬
)

繋
す
る
、
と
い
う
。

アメリカ合衆密における?豪青空義委主主義要事jをめぐる法的諸問題{灘間}

デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
一
入
、
テ
ッ
ド
‘
パ
ト
リ
ッ
ク

(
4
a
M
M
E江
nr)
は、

T
-
デ
ュ

i
ラ
ッ
ク
(
戸
口
三
き
と
と
の
共
著

吋
我
々
の
子
供
を
自
由
に
!
〈
F
2
0号
凸
Z
E吋
言
。
乞
)
」
の
中
で
、

一
人
の
被
害
者
に
「
私
は
こ
こ
に
一
一
一
ヶ
丹
で
も
密
ヶ
月
で
も

止
ま
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
上
長
く
て
も
だ
。
だ
れ
も
ど
こ
へ
も
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
鍍
は
、
誘
拐
を
妨

-129-

げ
よ
う
と
す
る
人
々
に
穫
量
揮
を
穫
用
し
、
被
害
者
の
羅
眠
を
制
離
し
、
誘
拐
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
暴
漢
を
厳
い
、
ハ
ー
レ
。
ク
リ
シ
ユ

(
同
開
〉

ナ
教
徒
会
員
に
暴
力
を
用
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

レ
ル
ー
ム

デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
、
議
教
セ
ク
ト
に
対
し
て
広
大
無
辺
な
審
判
を
下
す
権
限
を
い
っ
た
い
ど
こ
で
得
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
人
が
洗
麟
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
、
或
い
は
強
鎖
的
に
行
動
を
制
限
す
る
危
険
な
方
法
を
用
い
る
ど
の
よ
う
な
権
威
を

持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
人
達
は
、
精
神
科
医
、
神
学
者
又
は
社
会
学
者
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
ろ
う
か
と
問
う
人
が
い
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
答
え
は
否
で
あ
る
。
倒
え
ば
テ
ッ
ド
・
パ
ト
リ
ッ
ク
は
、
自
分
は
高
校
中
退
者
で
あ
る
と
一
育
っ
て
い
る
。
後
の
唯
一
の

誤
練
は
、
聖
書
の
実
用
知
識
か
と
患
わ
れ
る
。
彼
が
東
洋
の
知
識
に
つ
い
て
何
か
知
っ
て
い
る
と
い
う
証
拠
は
金
く
な
い
。
ま
た
、
他
〈お〉

の
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
、
精
神
、
魂
、
神
、
或
い
は
後
俊
に
つ
い
て
判
断
す
る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
は
何
も
な
い
の
で

あ
る
。
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ト
i
マ
ス
・
ロ
ピ
ン
ズ
は
、
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
「
真
偽
の
疑
わ
し
い
教
化
を
通
と
て
カ
ル
ト
の
成
長
に
な
っ
た
偶
人
を
摺
仰

破
壊
す
る
(
号

8
2
0
3〉
試
み
」
と
定
義
し
、
現
代
の
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、
一
二
つ
の
義
本
的
形
式
を
と
る
と
す
る
。

第
一
の
形
式
は
、
自
発
的
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

(
4
0
k
m仲
蕊
寸
号
官
o
m
Z箆
お
校
側
〉
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
は
酉
心
者
は
、

非
強
制
的
に
法
統
的
聖
職
者
、
山
氏
カ
ル
ト
活
動
家
、
或
い
は
光
会
員
と
カ
ル
ト
に
広
範
割
問
に
わ
た
っ
て
接
近
す
る
前
に
話
し
合
う
よ
う

説
得
さ
れ
、
こ
の
場
合
、
法
的
問
題
は
生
じ
な
い
と
す
る
。

第
二
の
形
式
は
、
非
合
法
的
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
(
異
常
伶
ム
諸
民
営
哲
嘉
門
知
沼
協
は
吃
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
は
回
心
者
は
、

両
親
又
は
罵
親
の
代
理
人
に
よ
っ
て
裁
判
所
命
令
の
発
行
な
く
し
て
誘
拐
さ
れ
る
。

の
形
式
は
、
合
法
的
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
諸
島
山
告
買
兵
器
際
日
投
開
)
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
は
関
心
者
は
、
裁
判

揖
が
発
行
す
る
一
時
的
保
護
者
権

(
g
g
w
o吋
向
判

g
E
2
4
9
2
3げ
い
ち
又
は
後
見
権
芯
必
需
品

SEEMV)
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い
て
留
重
さ
れ
、

物
理
的
に
拘
束
さ
れ
る
。
そ
し
て
後
者
の
一
一
つ
は
、
し
ば
し
ば
一
肉
親
が
、
時
と
し
て
は
自
治
体
当
局
と
共
謀
し
て
裁
判
所
命
令
で
象
認

(
幻
)

さ
れ
た
犠
践
の
限
度
を
越
え
る
場
合
茸
複
す
る
と
す
る
。

合
法
的
及
び
非
合
法
的
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、
両
者
と
も
湖
心
者
の
合
意
に
基
づ
か
な
い
、
或
い
は
不
本
意
な
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
で
あ
る
。
合
法
的
な
そ
れ
は
、
カ
ル
テ
イ
ス
ト
を
一
肉
親
の
法
的
保
護
の
下
に
機
く
裁
判
所
命
令
に
縫
っ
て
留
置
し
た
後
に
実
行

さ
れ
、
非
合
法
的
な
そ
れ
は
、
カ
ル
テ
イ
ス
ト
が
通
り
や
会
共
の
場
所
で
一
人
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
待
っ
て
強
輯
的
に
体
の
自
由
を
奪

ぃ
、
或
い
は
穫
が
家
族
や
友
人
を
訪
問
し
て
い
る
際
に
強
制
的
鼓
禁
会
も
っ
て
実
行
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
合
意
に
碁
づ
か
な
い
デ
イ
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、
カ
ル
ト
を
説
会
さ
せ
る
目
的
を
も
っ
て
カ
ル
テ
イ
ス
ト
を
強
制
腕
的
に
監
禁
す
る
こ
と
を
そ
の
内
容
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。



五

合
衆
国
最
高
裁
判
決
に
み
る
宗
教
的
少
数
派
の
権
利

合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
社
会
一
般
が
受
け
入
れ
な
い
宗
教
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

そ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
四
四
年
「
ア
イ
・
ア
ム
ム

l
プ
メ
ン
ト

(
A
〉

冨

自

o
g
B
Bけ
)
」
の
創
立
者
W
・
バ
ラ
ー
ド
(
巧
・

F
E
P
E
)
と
D
・
パ
ラ
l

アメリカ合衆国における「新宗教運動」をめぐる法的諸問題(藤田)

ド
が
、
虚
偽
の
詐
欺
的
な
表
現
と
約
束
を
も
っ
て
郵
便
を
利
用
し
、
資
金
と
会
員
を
勧
誘
し
た
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
口
E
Z品
目

H
E
g

(m) 

4

・
F
E
P
Eで
法
廷
意
見
を
述
べ
た
ダ
グ
ラ
ス
判
事
は
、
次
の
よ
う
に
判
決
を
下
し
て
い
る
。

「
思
想
の
自
由
は
、
そ
れ
は
宗
教
的
信
念
の
自
由
を
含
む
の
で
あ
る
が
、
自
由
人
の
社
会
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

正
統
派
信
仰
を
も
っ
者
に
と
っ
て
は
邪
説
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
生
命
や
死
や
来
世
に
関
す
る
理
論
を
保
持
す
る
権
利
を
認
め
る
。
異

向。

端
審
問
(
国
四
円
四
回
可
可
E-)
は
、
我
々
の
憲
法
に
な
じ
む
も
の
で
は
な
い
。
人
は
、
立
証
し
得
な
い
も
の
を
信
ず
る
こ
と
も
あ
り
得
る

が
、
そ
の
宗
教
的
教
義
又
は
信
念
が
審
問
さ
れ
る
が
ご
と
き
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
人
に
と
っ
て
は
生
命
と
同
様
真

実
で
あ
る
宗
教
上
の
経
験
は
、
他
の
人
に
と
っ
て
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
人
間
の
知
識
の
範
囲
外

に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
事
実
は
、
そ
れ
が
法
の
前
で
疑
い
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
多

く
の
も
の
は
、
そ
の
教
義
を
新
約
聖
書
か
ら
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
教
義
が
虚
偽
の
陳
述
を
含
ん
で
い
る
か
否
か
を
決
定
す
る
任
務

を
負
う
陪
審
員
の
前
で
審
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
新
約
聖
書
に
あ
る

奇
跡
、
キ
リ
ス
ト
の
神
性
、
死
後
の
生
命
、
祈
祷
の
力
は
、
多
く
の
宗
教
的
確
信
の
深
部
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
陪
審
員
が
、
悪
意
を

も
っ
て
こ
れ
ら
の
教
義
を
虚
偽
で
あ
る
と
認
定
し
た
が
為
に
人
が
刑
務
所
に
入
れ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
信
教
の
自
由
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
の

も
の
が
取
り
除
か
れ
て
し
ま
う
結
果
に
な
る
。
憲
法
制
定
者
は
、
宗
教
セ
ク
ト
の
多
種
多
様
な
極
端
と
見
倣
さ
れ
る
見
解
、
セ
ク
ト
間
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の
は
な
は
だ
し
い
見
解
の
相
違
、
そ
し
て
全
て
の
人
が
同
意
す
る
で
あ
ろ
う
一
つ
の
宗
教
的
教
義
の
欠
如
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。
彼
ら
は
、
相
反
す
る
諸
見
解
を
最
も
広
く
寛
大
に
取
り
扱
う
こ
と
を
も
く
ろ
ん
だ
憲
章
を
作
成
し
た
。
人
の
神
に
対
す

る
関
係
は
、
国
家
の
関
知
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
人
は
、
自
分
の
好
き
な
よ
う
に
礼
拝
す
る
権
利
及
び
そ
の
宗
教
的
見
解
の
真
実
性

に
つ
い
て
何
人
の
質
問
に
対
し
て
も
答
え
な
く
て
よ
い
権
利
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
被
上
告
人
の
宗
教
的
見
解
は
、
ば
か
げ
た
も
の
で

あ
る
と
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
は
信
じ
ら
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
教

義
が
そ
の
真
意
を
判
定
す
る
よ
う
任
務
づ
け
ら
れ
る
陪
審
員
の
審
理
に
付
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、

い
か
な
る
教
派
の
宗
教
的
信
念
に
も

同
様
の
こ
と
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
事
実
審
裁
判
官
が
、
上
記
の
仕
事
を
引
き
受
け
た
な
ら
ば
、
彼
ら
は
禁
じ
ら
れ
た
領
域
に
立
(
幻
)

ち
入
る
こ
と
に
な
る
。
修
正
第
一
条
は
、
優
先
的
取
り
扱
い
を
す
る
為
に
一
つ
の
集
団
又
は
一
つ
の
宗
教
を
選
抜
す
る
も
の
で
は
な

い」。

一
つ
の
信
条
が
宗
教
で
あ
る
か
否
か
の
範
曙
づ
け
に
は
、
そ
の
教
義
の
見
解
に
依
存
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

(
則
的
)

し
た
の
で
あ
る
。
ロ
ロ
宗
白
色

g
E
8
4・同
E
Zロ
で
ハ
ン
ド
判
事
が
判
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
宗
教
は
論
理
の
手
助
け
を
受
け
入
れ
る

(
お
)

が
、
論
理
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
こ
と
は
拒
否
す
る
。
そ
し
て
、
宗
教
は
、
正
統
派
の
不
合
理
性
に
も
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

ダ
グ
ラ
ス
判
事
は
、

宗
教
的
な
も
の
と
し
て
の
一
つ
の
信
条
の
特
世
づ
け
は
、
信
奉
者
以
外
の
だ
れ
人
の
権
限
に
も
属
さ
な
い
と
い
え
る
。

最
高
裁
が
最
も
詳
細
に
わ
た
っ
て
宗
教
の
定
義
の
考
察
を
行
う
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
の
は
、
「
一
九
四
八
年
一
般
軍
事
教
練
徴
兵
法

(ロ

E
2
2巳
冨
E
宗
R
〕
て
早
白
目
指
自
向
日

ω
0
3
5
〉
口
件
。
同

5
8
)」
第
六
条

ωの
良
心
的
兵
役
拒
否
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
争
わ

(
お
)

れ
た
口
旦
宮
内
山

g
E
2
4・
営
団
肉
由
円
で
あ
る
。
ク
ラ
1
ク
判
事
は
、
法
廷
意
見
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。
同
法
第
六
条

ωは
、
「
宗
教
的
修
練
及
ぴ
信
念
と
は
、

い
か
な
る
人
間
関
係
か
ら
生
ず
る
義
務
よ
り
も
高
次
の
義
務
を
含
む
至
高
の
存
在

(∞石
H
O
B
O
F
E
m
)
と
の
関
係
に
お
け
る
個
人
の
信
条
を
意
味
す
る
」
と
規
定
し
、
「
神
」
と
い
う
名
称
で
は
な
く
「
至
高
の
存
在
」



と
い
う
表
現
を
鐙
崩
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
議
会
が
全
て
の
宗
教
を
受
け
入
れ
、
そ
し
て
本
質
的
に
政
治
的
、
社
会
学
的
若
し
く
は

哲
学
的
見
解
を
誹
徐
す
る
為
に
完
全
に
宗
教
的
修
練
及
び
信
念
の
意
味
を
拙
明
ら
か
に
す
る
が
た
め
で
あ
っ
た
。
東
痛
の
存
在
と
の
関
係

に
お
け
る
寵
念
の
判
断
基
準
は
、
誠
実
で
立
つ
有
意
味
な
所
与
の
信
念
が
、
明
ら
か
に
兵
役
免
除
の
資
絡
令
有
す
る
人
の
内
閣
に
お
い

て
正
統
援
の
舘
ず
る
神
が
満
し
て
い
る
の
と
等
し
い
位
機
令
そ
の
鶴
念
念
有
す
る
者
の
生
活
の
中
で
い
出
め
て
い
る
か
否
か
で
あ
る
。
か

か
る
信
仰
が
、
多
々
ぞ
れ
を
有
す
る
入
の
生
活
の
や
で
相
等
し
い
地
設
を
高
め
る
場
合
、
あ
る
人
は
更
高
の
存
在
と
の
関
係
が
あ
り
、

{幻〉

他
の
人
は
そ
う
で
な
い
と
普
い
得
な
い
。

アメリカ会費量留における「章者宗教滋動Jをめぐる法的諮問題{藤田)

宗
教
的
修
練
及
び
信
念
と
い
う
文
書
に
は
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
そ
れ
に
従
属
し
、
若
し
く
は
究
極
的
に
砲
の
す
べ
て
が
そ
れ
に

依
存
し
て
い
る
力
又
は
存
在
、
或
い
は
信
停
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
誠
実
な
宗
教
的
信
念
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
判
断
基
準
は
、
以
下
の
霞

業
で
述
べ
ら
れ
よ
う
。
部
ち
、
ぞ
れ
は
、
法
律
上
定
義
さ
れ
た
兵
役
免
除
の
資
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
の
開
明
ら
か
な
人
々
の
内
閣
に
お
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い
て
、
そ
の
講
ず
る
神
が
満
し
て
い
る
の
と
等
し
い
殺
譲
受
ぞ
の
俄
念
を
有
す
る
者
の
生
活
の
中
で
占
め
て
い
る
あ
る
誠
実
、
且
つ
有

意
味
の
健
全
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
、
あ
る
者
に
は
兵
役
を
免
除
し
、
他
の
者
に
は
結
末
治
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
違
な
る
様
々
な
宗

教
的
信
念
を
強
制
加
し
よ
う
と
す
る
意
閣
が
議
会
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
宗
教
上
の
主
義
に

(
お
)

基
づ
く
兵
投
拒
否
者
に
対
し
て
等
し
い
扱
い
を
す
る
と
い
う
十
分
に
確
立
さ
れ
た
議
会
の
政
策
と
一
致
し
て
い
る
。

少
数
派
の
宗
諌
活
動
に
関
し
て
、
エ
ホ
バ
の
証
人
(
を
y
o
g
q
m
当

5
M
g即
時
研
)
に
一
戸
部
訪
問
し
、
改
宗
の
勧
誘
を
行
い
、
パ
ン
フ

(鈎〉

レ
ッ
ト
や
宗
教
書
を
詑
布
す
る
権
利
を
認
め
た
む
き
件
緩
急
タ
の

0
8由
agH仲
で
、
法
廷
窓
見
司
そ
述
べ
た
ロ
パ

i
ツ
判
事
は
次
の
よ

う
に
判
決
を
下
し
て
い
る
。

当
法
艇
は
、
本
件
に
お
い
て
身
体
に
対
す
る
愈
警
の
脅
威
、
攻
撃
的
態
度
、
意
額
約
詑
札
、
人
身
攻
掌
が
あ
る
と
認
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
話
を
聴
く
人
に
審
物
を
購
入
し
て
も
ら
い
、
原
告
が
真
の
宗
教
と
考
え
て
い
る
団
体
の
創
刊
益
と
な
る
よ
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う
金
員
を
寄
付
す
る
よ
う
説
得
ナ
る
努
力
の
み
が
認
定
谷
れ
る
。
宗
教
的
信
念
及
び
政
治
的
信
条
の
領
域
に
お
い
て
は
、
鋭
い
意
見
の

格
識
が
生
ず
る
。
こ
の

つ
の
領
域
に
お
い
て
は
、

一
人
の
主
義
は
、
彼
の
隣
人
に
と
っ
て
は
最
も
不
快
な
誤
っ
た
考
え
と
狭
る
で
あ

ろ
う
。
弁
護
者
が
自
ら
の
見
解
・
を
他
人
に
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、
持
と
し
て
誇
強
的
表
環
や
教
会
や
諮
家
に
お
い
て
重
要
な
地
殺
を

占
め
る
人
遣
の
中
傷
に
訴
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
島
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
簡
の
国
民
は
、
そ
の
授
受
に
照
ら
し
て

行
き
過
ぎ
た
行
為
や
遊
間
m
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
自
由
は
、
由
民
主
主
義
社
会
の
闇
民
に
と
っ
て
本
紫
な
も
の
で
あ
る
と
認
め

(お〉

た
の
明
、
あ
る
。

襲
っ
て
本
判
決
の
法
理
か
ら
し
て
、
宗
教
関
体
が
会
員
を
誘
引
し
、
入
会
さ
せ
、
そ
し
て
教
義
を
教
え
込
む
滋
論
活
動
は
、
必
黙
約

に
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
罰
家
が
、
鶴
心
さ
せ
る
こ
と
が
洗
騒
で
あ
る
か
苔
か
会
決
定
す
る
こ
と
・
を
許
怒
れ
た
と

す
る
な
ら
ば
、
国
家
が
諜
教
経
験
の
妥
当
性
、
京
教
の
根
本
的
価
値
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
調
家
に
よ
る
決
定
は
、
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修
正
第
一
条
に
定
め
ら
れ
た
「
宗
教
の
自
由
な
活
動
」
、
「
問
教
禁
止
ヘ
及
び
「
一
首
論
の
虫
歯
」
を
侵
害
す
る
と
替
わ
ざ
る
そ
得
な
い
で
あ

(
引
心
)

ろ、っ。

明ふ悶.

ノ、

カ
ル
ト
に
対
す
る
裁
判
所
の
対
蕗

品
裁
判
所
は
、
カ
ル
ト
田
問
題
に
ど
の
よ
う
に
対
蕗
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
「
設
脳
」
、
「
強
制
約
説
得
」
を
め
ぐ
る
開
法
判
断
、

合
法
的
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
非
合
法
的
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
め
ぐ
る
育
法
判
断
に
つ
い
て
触
れ
て
み
よ
う
。

川
W

「
漫
脳
〕
、
吋
強
制
概
説
得
」
を
め
ぐ
る
司
法
輯
断

{

判

制

)

民
向
。
ロ
ル
4
・
国
O
H
M
可
申
な
弘
仲
〉
器
正
問
，
O
門
戸
川
及
川
仙
の

9
t
s



九
七
七
年
十
月
、
当
時
吋
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
学
生
で
あ
っ
た
本
件
原
告
の
怠
予
チ
ャ
ー
ル
ズ
は
、
統

教
会
の
会
長
と
な
る
た
め

修
練
会
に
参
加
し
、

一
ヶ
月
た
た
な
い
う
ち
に
修
練
会
合
ぬ
け
出
し
、

七
八
年

月
に
自
殺
す
る
ま
で
そ
こ
で
生
活
し

て
い
た
。
原
告
は
、
統
一
教
会
、
原
理
研
究
大
学
協
会
芯
・
〉
e
M
N

・
}
こ
、
及
が
教
会
の
募
集
者
に
息
子
の
謀
殺
に
繋
径
が
あ
る
と

(お〉

し
、
損
害
賠
償
を
求
め
本
件
訴
訟
を
提
起
し
た
。

一
九
八
六
年
、
ニ
ュ

i
ヨ
ー
ク
州
高
生
裁
判
所
上
訴
部
は
、
教
会
の
新
会
員
募
集
の
方
法
は
一
般
的
、
且
つ
容
認
さ
れ
た
改
祭
実
践

と
い
え
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
主
張
を
退
け
て
い
る
。
ニ
ー
ホ
フ
判
事
が
、
法
廷
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
以
下
判
決
要
皆
で
あ
る
。

アメリカ合衆閣における「新祭教運動」をめぐる法的諸問緩(線問)

原
告
は
、
以
下
の
よ
う
に
主
議
ナ
る
。
被
告
統

教
会
は
、
故
人
を
高
度
に
計
画
化
さ
れ
た
活
動
の
操
作
下
に
置
き
、
被
の
注
意
力

令
減
じ
、
人
事
不
省
に
瀦
れ
た
。
被
は
、
絶
食
状
態
に
撃
か
れ
、
詠
唱
そ
の
他
の
活
動
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
。
被
告
教
会
は
、
「
洗
脳
」

と
呼
ば
れ
る

つ
の
議
娘
術
操
作
を
用
い
、
洗
脳
に
成
功
し
た
。
そ
の
結
巣
故
人
は
、
こ
の
強
烈
な
集
中
鈴
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
精
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神
錯
乱
を
起
こ
し
た
。
そ
し
て
、
故
人
に
対
し
て
全
て
の
情
報
か
ら
の
開
離
が
爽
行
さ
れ
た
。

ニ
ュ

i
ヨ
!
ク
烈
上
訴
裁
判
所
は
、
近
年
統
一
教
会
は
そ
の
教
義
、
教
理
及
び
そ
の
活
動
の
暗
黒
饗
な
部
分
が
議
教
的
で
あ
る
が
故
に

そ
の
主
要

E
的

(
F
R
Eミ
吉
弓
宮
市
}
が
宗
教
で
あ
る
と
認
定
し
た
(
宮
内
呉
芯
吋
弘
同

o
q
若
江
付
〉

gb-
時
。
門
出
川
阿
部

S
位
。
問
。
同

4
〈

O円
5
0
Y円
F
2
3
5
5『
4
・
寸
員
。
O
B
B・
0
同
色
ミ
え

ZaJへ
ニ
会
∞
戸
国
・
営

8
5
0
提
っ
て
、
合
衆
罵
憲
法
修
正
第
一
条
は
、

当
問
裁
判
所
が
統
一
一
教
会
の
宗
教
的
信
念
を
審
理
す
る
こ
と
を
禁
乙
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

2
2広
告
回

g
g
g

。同AY
O仏
O
M
問
京
芸
品
出
部
4

・
沼
田
4
0〕
叩
色
白
}
w
-

品
題
点
'
m
'
A
W
C
A
W

〉。

合
衆
関
憲
法
は
、
教
会
は
不
法
行
為
を
犯
さ
な
い
譲
り
裁
判
所
の
介
入
を
受
け
る
事
な
く
そ
の
宗
教
的
信
念
を
笑
畿
で
き
る
こ
と
を

加
味
嫁
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
訴
訟
記
録
に
よ
れ
ば
、
統
一
教
会
の
稽
仰
の
一
つ
は
、
そ
の
募
集
が
肉
体
的
、
精
神
的
修
練
に
耐
え
る
こ

と
に
あ
る
こ
と
は
朝
ら
か
で
あ
り
、
原
告
が
主
張
す
る
統

教
会
の
拍
動
は
、
情
緒
的
瞥
擦
を
故
意
に
加
え
た
と
い
う
責
任
を
生
ぜ
し
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め
る
も
の
で
は
な
い
。

被
告
統
一
教
会
の
行
動
は
、
例
え
ば
、
断
食
、
詠
唱
、
体
操
、
世
間
か
ら
需
離
さ
れ
た
生
活
、
告
白
、
講
義
、
高
度
に
綴
み
立
て
ら

れ
た
労
働
、
及
び
修
練
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
て
、

一
般
に
容
認
さ
れ
た
宗
教
的
缶
選
実
践
で
あ
る
。
故
人
が
教
会
の
計
画
の
結
果
と

し
て
平
仙
脳
さ
れ
た
」
と
い
う
原
告
の
主
張
は
、
全
体
と
し
て
の
状
、
誌
の
下
に
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
部
ち
、
所
語
「
洗
騒
」

令
受
け
る
品
伎
が
向
出
発
的
に
修
練
会
に
参
加
し
、
ま
た
「
精
神
操
作
」
を
誘
発
す
る
と
由
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
様
々
の
活
動
が
、
い
か
な

る
角
授
か
ら
み
て
も
我
々
の
社
会
か
ら
不
灘
徳
で
あ
る
と
は
見
倣
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
時
、
ぞ
れ
ら
は
極
端
な
も
の
で
も
非
道
の

も
の
で
な
い
宗
教
教
化
の
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

原
告
は
、
故
人
の
「
情
緒
的
背
痛
〕
を
吋
精
神
錯
乱
〕
、
記
抑
響
状
態
い
で
あ
る
と
怠
強
す
る
が
、
か
か
る
事
実
は
被
告
の
伝
道
実
践

を
極
端
、
或
い
は
非
道
な
も
の
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
葉
し
、
精
衿
錯
乱
、
抑
鯵
状
態
に
陥
っ
た
人
が
議
教
の
導
き
を
求
め
、
自
ら
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の
問
題
解
決
の
た
め
に
宗
教
の
命
令
に
身
を
託
す
こ
と
は
稀
な
こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

設
膳
を
受
け
た
と
い
う
主
張
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
行
為
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
行
為
は
、
宗
教
集
盟
や
他
の
集
聞
に

よ
っ
て
一
般
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
教
化
の
た
め
の
合
法
的
手
段
で
あ
る
と
社
会
が
受
け
入
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
(
制
)

れ
ら
の
行
為
は
、
責
任
を
生
ぜ
し
め
る
ほ
ど
社
会
に
と
っ
て
鑑
議
な
非
道
、
或
い
は
侵
害
的
な
も
の
と
は
晃
徹
さ
れ
な
い
の
で
あ
る

〈
傍
点
筆
者
〉
。

〈
日
持
〉

認
o
w
W
0
4
a
m
o
q
ω
な
弘
仲
〉
訟
が
・
刷

4
2
c
m仲
間
皇
位
。
ロ

弁
護
士
を
目
指
し
て
い
た
デ
ピ
ッ
ト
・
マ
ル
コ

認
丸
山
内
三
当
時
ニ
八
歳
は
、
カ
リ
フ
ォ
リ
ニ
ア
間
で

九
七
九
年

月

統
一
教
会
に
入
会
し
、
同
年
四
月
に
は
教
会
ヘ
ム
ハ
予
ド
ル
の
寄
付
金
を
行
う
ま
で
の
情
動
家
に
な
っ
て
い
た
が
、
間
年
七
月
、
弁
護
士

費
務
取
得
試
験
最
終
日
、
ニ
人
組
に
強
制
的
に
誘
接
さ
れ
、
僑
仰
を
捨
て
る
よ
う
説
得
さ
れ
、
教
会
と
の
つ
な
が
り
は
そ
の
時
点
マ
終



γし
た
。

学
生
ト
レ

1
シ
i
-
ワ
i
ル

3
2♀

za)
当
時
一
九
歳
は
、

一
九
七
九
年
六
月
、
統
一
教
会
に
入
会
し
、
同
年
九
月
、

ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
で
募
金
活
動
に
装
事
し
て
い
た
が
、
同
年
十
月
、
市
内
の
通
り
で
両
親
に
雇
わ
れ
た
人
物
に
誘
拐
さ
れ
信
仰
業
捨
そ
説
得
さ
れ
、

教
会
と
の
つ
な
が
り
は
そ
の
時
点
で
終
了
し
た
。
尚
、
二
人
と
も
物
理
的
に
拘
束
さ
れ
た
事
実
も
、
集
聞
を
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
事
爽

も
存
在
し
な
い
。

一
九
八

O
年
七
丹
、

人
は
、
入
を
欺
く
巧
み
な
方
法
令
弟
い
て
統

教
会
へ
入
会
す
る
よ
う
勧
誘
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
主
張
し
、

アメリカ合衆院における「新家教運動jをめぐるさをきさ議問緩{海鼠}

詐
欺
、
情
緒
的
苦
痛
を
故
意
に
加
え
ら
れ
た
と
し
、
不
法
鞍
禁
〈
内
包
明
叩

wg宵仲間
O
口
容
器
件
〉
を
理
由
に
本
件
損
害
賠
積
請
求
の
訴
え

〈
叩
仰
〉

を
能
組
し
た
。

カ
リ
フ
ォ
リ
ニ
ア
州
控
訴
裁
判
所
は
、

一
九
八
六
年
、
原
告
主
張
の
「
精
神
操
作
」
の
証
拠
は
憲
法
に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
と
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判
示
し
、
原
告
敗
訴
の
判
決
を
下
し
て
い
る
。
ク
ラ
イ
ン
嘗
席
判
事
が
、
詐
欺
行
為
と
偽
り
、
情
緒
的
苦
痛
、
不
法
監
禁
の
一
一
一
点
に
わ

た
っ
て
詳
細
に
法
廷
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
尚
、
統
一
一
教
会
か
ら
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
め
ぐ
っ
て
荻
訴
が
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、

本
譜
と
痕
接
関
連
し
な
い
の
で
郵
愛
す
る
。

ω詐
欺
と
偽
り
!
心
理
学
者
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
シ
ン
ガ
ー
ま
誌
を
込
書
官
円
)
は
、
次
の
よ
う
に
証
書
し
て
い
る
。
統
一
教
会

の
募
集
者
連
は
、
新
会
員
が
自
ら
の
密
由
意
思
と
判
断
を
喪
失
す
る
と
こ
ろ
ま
で
取
り
巻
く
「
社
会
的
影
導
力
あ
る
組
織
的
操
作

(
邸
玄
付
申
請
託
芯

5
8
s
a
Z
5
H
M
O同
岳
部

m
o
a色
白
出
口

2
8ご
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。
シ
ン
ガ
ー
は
、
詐
欺
的
行
為
が
本
件
原
告

の
問
者
の
募
集
に
あ
り
、
二
人
の
心
理
的
監
禁
は
、
統
一
一
教
会
に
よ
っ
て
制
利
息
さ
れ
る
組
織
的
な
も
の
の
爽
彊
で
あ
り
、
教
会
の
は
な

は
な
だ
し
く
洗
練
さ
れ
た
教
化
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
結
果
と
し
て
、
一
一
人
は

8
5の
意
志
と
判
断
を
働
か
せ
る
こ
と
が
マ
き
な
く
な
り
、
詐

欺
的
に
募
集
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
対
窓
で
き
な
く
な
っ
た
、

い
る
。



家憲tf在費事13~き (1994)

ま
た
、
精
神
科
医
サ
ミ
ユ
ぶ
ル
・
ペ
ン
ソ
ン
話
言
語
曲
目

M
U
S
S
)
は
、
統
一
一
教
会
や
そ
の
他
の
カ
ル
ト
が
利
用
す
る
方
法
は
、
毛

マ
ル
コ
と
リ
ー
ル
は
教
会
を
立
ち
去
る
判
断
能
力
を
聾
央

〈

明

剖

)

し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
募
集
者
が
採
っ
た
方
法
の
結
果
と
し
て
情
緒
的
苦
痛
を
加
え
ら
れ
て
い
た
、
と
柾
脅
し
て
い
る
。

沢
東
の
下
で
中
国
共
産
党
が
霧
器
用
し
た
方
法
に
業
費
約
に
類
似
し
て
お
り
、

車
告
ら
は
、
教
会
員
に
属
さ
れ
て
入
金
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
室
誓
証
書
の
際
の
原
告
ら
の
藍
震
を
参
考
に
し
て
予
審
法
援
は
、

入
会
に
療
し
て
涼
告
ら
は
、
個
人
的
に
感
得
し
て
い
た
心
配
や
不
安
が
解
指
し
た
の
で
集
団
に
加
入
す
る
こ
と
を
寓
意
し
た
の
で
あ
り
、

ま
た
、
原
告
ら
が
「
当
該
集
開
は
統
一
教
会
の

部
分
で
あ
る
と
知
っ
た
時
に
立
ち
去
ろ
う
と
思
え
ば
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
た
の
に

そ
う
し
な
か
っ
た
し
、
そ
う
し
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
臆
告
ら
が
正
式
の
入
会
と
は
関
係
の
な
い
理
由
で
当
該
集

間
に
入
会
し
た
」
と
い
う
証
震
は
採
用
さ
れ
る
が
、
「
被
告
を
止
ま
ら
せ
る
麗
冒
と
な
っ
た
の
は
、
彼
ら
が
入
会
し
て
い
る
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
こ
と
が
原
脅
ら
の
一
行
動
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
」
と
裁
定
し
て
い
る
。
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原
告
側
専
門
家
の
科
学
的
予
見
は
、
統

教
会
の
教
義
と
教
会
員
を
支
配
し
て
い
る
重
性
(
目
立
ユ
釘
弘
同
凶
器
言
語
)
と
い
う
宗
教
的

領
一
衝
を
無
撹
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
、
専
門
家
提
出
証
拠
は
、
原
告
ら
自
身
の
宣
誓
一
紘
一
習
令
無
視
し
、
本
件
訴
訟
に
お
け
る

原
告
ら
の
立
場
と
一
致
し
な
い
。
原
告
ら
は
、
統

教
会
の
宗
教
的
議
念
の
誠
実
性
を
認
め
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
他
の
教
会
員
と
毘

様
に
心
か
ら
窪
侮
を
受
け
入
れ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
更
に
は
、
原
告
ら
は
、
実
際
上
、
入
会
の
擦
の
教
会
員
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た

不
正
確
な
説
明
に
宗
教
的
特
色
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
予
審
法
廷
は
、
専
関
川
家
の
上
記
意
見
を
採
用
し
得
た
で
あ
ろ
う
が
、

か
か
る
結
論
に
剃
適
す
る
為
に
は
統

教
会
の
宗
教
教
義
の
真
正
及
び
道
理
を
関
翻
と
し
、
審
理
せ
ず
に
は
不
可
龍
で
あ
っ
た
の
で
あ
っ

て
、
か
か
る
審
査
は
、
憲
法
が
禁
止
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

原
告
ら
が
、
暴
力
的
脅
迫
又
は
そ
の
他
の
不
法
行
為
に
よ
り
教
会
に
加
入
し
、
止
ま
る
よ
う
勧
誘
さ
れ
た
と
い
う
証
拠
は
存
在
せ
ず
、

ま
た
点
強
も
為
さ
れ
て
は
い
な
い
。
従
っ
て
、
当
法
廷
に
は
、
精
神
衛
生
の
専
問
μ
家
に
よ
っ
て
悶
家
が
可
法
手
続
を
激
し
て
介
入
し
、



実
在
を
課
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
公
共
の
安
全
、
平
和
或
い
は
秩
序
に
対
す
る
護
策
的
脅
威
が
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。
か
か
る
状
況

か
に
お
い
て
責
任
を
課
す
こ
と
が
で
き
得
る
も
の
と
す
れ
ば
、
会
て
の
離
探
し
た
議
審
は
、
京
教
関
体
に
よ
っ
て
吋
洗
脳
い
さ
れ
た
と

主
張
す
る
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
裁
判
所
は
、
元
議
考
の
う
ち
だ
れ
が
真
の
撰
抑
に
器
づ
い
て
持
動
し
、
ま
た

だ
れ
が
「
精
神
操
作
」
を
受
け
た
か
の
決
定
に
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
修
正
第
一
条
に
相
反
す
る
結
樹
木
に
つ

(
柏
崎
)

な
が
る
と
一
百
わ
ざ
る
得
な
い
(
傍
点
筆
者
)
。

ω故
意
の
情
格
的
苦
痛

i
原
告
ら
は
、
被
告
の
偽
り
の
説
一
不
と
精
神
操
作
に
よ
っ
て
情
緒
的
苦
痛
を
被
っ
た
と
主
張
し
、

か
か
る

アメリカ合衆国におけるf童話宗教運動jをめぐるさ表的豊華街慾{通事蕊}

主
張
合
主
と
し
て
ベ
ン
ソ
ン
の
証
言
に
依
存
し
て
い
る
。

一
紘
拠
及
び
予
審
法
廷
の
認
定
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
原
告
ら
は
統
一
教
会
に
入
会
し
、
そ
の
際
、
各
々
が
経
験
し
て
得
て
い
た
自

己
の
欲
求
を
満
見
さ
せ
る
べ
く
会
員
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
教
会
に
入
金
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
、
或
い
は
脱
会
を
妨
げ
ら
れ
た
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と
い
う
十
分
な
証
拠
は
存
悲
し
な
い
。
逆
に
、
原
告
ら
は
、
非
教
会
員
と
自
由
に
連
絡
を
取
り
続
け
、
教
会
と
の
関
係
を
断
ち
切
り
、

そ
の
教
義
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
て
、
原
告
ら
を
募
集
し
、
教
化
す
る
の
に
用
い
ら
れ
た
手
法
は
、
実
費
抽
出
に
他
の
組

識
が
使
用
し
て
い
る
そ
れ
と
変
わ
り
な
く
、
非
遂
な
る
位
行
為
の
強
制
倒
的
繁
繁
だ
と
い
う
ほ
ど
に
不
当
な
も
の
で
も
、
社
会
的
寛
容
の
枠

を
越
え
る
も
の
で
も
な
い
。
更
に
、
原
告
ら
が
訴
え
て
い
る
勢
威
は
、
神
の
略
報

吋
伯
仲
は
げ

d
H
江

οロ〉

の
そ
れ
で
あ
っ
て
、

か

か
る
脅
威
は
勿
論
統
一
教
会
に
独
特
の
も
の
で
は
な
い
が
、
修
正
第

条
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
、
情
緒
的
背
痛
を
故
意
に
加
え
ら
れ
た

と
い
う
主
張
の
根
拠
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
(
晃
よ
、
句
。
主
将
夕
刊
州
叩
】
O
内
山
市
阿
明
日

g内山
w

鉱
山
口
・
ω・

話
器
〉
一
〈
認
め
の
一
V
念
品
4

24H円
n
y
o同
口
氏
ニ

E
n
-
-
E出
向
皆
署
-
H
H
M
印

(zg)}・
も
し
か
か
る
犠
類
の
脅
威
を
理
由
に
訴
訟
捷
揺
が
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

元
信
者
に
よ
る
宗
教
団
体
に
対
す
る
訴
訟
は
襟
龍
の
な
い
、
そ
し
て
手
の
つ
け
よ
う
が
な
い
ほ
ど
に
詰
ま
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
か

(
切
符
)

か
る
結
果
は
、
修
正
第
一
条
の
一
認
め
る
と
こ
ろ
で
は
辛
い
(
傍
点
筆
者
)
。
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制
不
法
監
禁

i
原
告
ら
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
内
の
様
々
な
場
所
に
不
法
に
監
禁
さ
れ
た
と
し
、
か
か
る
不
法
監
禁
は
謀
告
ら

及
び
家
族
へ
の
危
審
の
脅
威
、
経
践
の
剥
奪
及
び
精
神
操
作
に
よ
っ
て
果
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。

し
か
し
予
審
法
離
は
、
原
告
ら
は
決
し
て
物
理
的
に
拘
束
又
は
監
禁
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
と
認
め
て
お
り
、
通
例
理
解
さ
れ
る
よ
う

な
不
法
監
禁
は
な
か
っ
た
と
認
定
し
て
い
る
α

事
実
、
マ
ル
コ
は
、
監
禁
さ
れ
て
い
た
と
ム
主
張
す
る
時
期
、
弁
護
士
資
格
取
得
コ

l
ス

原
告
ら
が
依
拠
す
る
託
拠
は
、
精
神
操
作
に
関
す
る
説
記
二
人
の
専
門
家
の
宣
誓
証
一
習
で
あ
る
が
、

{
紛
)

既
述
し
た
よ
う
に
、
本
件
に
お
い
て
こ
れ
を
採
用
し
得
な
い
と
結
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
通
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
機

は
あ
っ
た
と
し
て
、

部
容
認
、

一
九
八
八
年
、
本
件
上
訴
に
対
し
て
「
詐
欺
と
偽
り
い
、
「
故
意
の
情
絡
鈴
普
痛
」

(
付
制
〉

一
部
破
棄
の
判
決
を
下
し
て
い
る
。

し
か
し
、
カ
ル
フ
ォ
リ
ニ
ア
州
最
高
裁
判
所
は
、

は
じ
め
に
、
控
訴
審
判
決
は
、
シ
ン
ガ
ー
と
ベ
ン
ソ
ン
の
宣
誓
一
証
習
の
採
用
は
、
憲
法
修
正
第
一
条
に
規
定
す
る
宗
教
の
自
由
な
活
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動
条
項
の
下
で
禁
止
さ
れ
た
審
査
の
関
題
を
生
ぜ
し
め
る
と
創
刊
示
し
て
い
る
が
、
第
一
に
、
我
々
は
、
正
確
な
パ
ー
ス
ベ
ク
テ
イ
プ
で

憲
法
論
議
を
し
な
け
れ
認
な
ら
な
い
。
挫
訴
審
は
、
マ
ル
コ
と
リ
i
ル
の
主
張
は
、
シ
ン
ガ
ー
と
ベ
ン
ソ
ン
の
証
言
に
全
く
依
拠
し
て

い
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
按
訴
審
は
、
そ
の
論
識
を
証
替
の
容
認
が
修
正
第
一
条
に
抵
触
す
る
か
密
か
の
点
か
ら
組
み
立
て

て
い
る
。
我
々
は
、
連
邦
及
び
州
憲
法
の
下
マ
問
一
の
争
点
に
た
ど
り
つ
く
が
、
我
々
は
絞
替
の
点
か
ら
で
は
な
く
、
洗
脳
理
論
ぞ
れ

弱
体
の
点
か
ら
組
み
立
て
る
の
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ー
と
ベ
ン
ソ
ン
の
統
一
衝
は
、
翠
告
主
張
の
洗
脳
理
論
に
科
学
的
線
拠
を
提
供
し
て
い

る
け
れ
ど
も
、
当
法
廷
は
、
基
本
的
主
張
は
原
告
ら
自
身
の
宣
誓
証
言
の
や
で
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
認
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

故
に
、
仮
に
鉦
欝
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
排
除
は
、

m
d
H
H
M
H
m
時
日
二
三
宮
努
詰
仲
〈
正
式
な
事
実
審
理
令
経
な
い

{
紛
)

で
な
さ
れ
る
判
決
〉
の
目
的
の
為
に
設
耐
臓
の
主
張
に
欝
響
を
与
え
る
も
の
は
な
い
。

次
に
、
剤
最
高
裁
は
、
家
教
の
・
目
出
な
情
動
条
項
を
め
ぐ
り
厳
格
審
査
義
準
、
つ
ま
り
「
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
紋
府
利
益
テ
ス

を



展
開
し
、
本
件
に
お
テ
ス
ト
を
漉
用
し
、
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。
部
ち
、
統

教
会
の
詐
歎
は
、
表
面
上
は
世
俗
的
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
ぞ
れ
は
明
ら
か
に
辺
部
品
目
帆
的
議
念
に
根
ぜ
し
た
も
の
で
あ
る
い
。
こ
の
こ
と
は
、
か
か
る
教
会
の
感
傷
の
練
述
が
政
府
の

規
聞
か
ら
免
除
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
マ
は
な
く
、
ぞ
れ
は
、
か
か
る
灘
間
が
策
法
上
の
厳
格
審
変
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
意
味
す
る
。
本
件
訴
訟
は
、
疑
う
こ
と
そ
知
ら
な
い
部
外
饗
を

i
教
会
の

i
高
度
に
総
蟻
化
さ
れ
た
環
境
に
引
引
き
入
れ
る
為
、

車
偽
に
陳
述
を
為
し
、
或
い
は
、
教
会
と
の
拘

牲
を
隠
す
と
い
う
教
会
の
活
動
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
活
動
は
、
ぞ
れ
自

体
、
「
信
念
」
で
は
な
く
、
社
会
の
保
護
の
た
め
に
競
艇
に
践
す
活
動
で
あ
る
。

アメリカ合衆閣における「新祭教運動」をめぐる法的諮問題(藤田)

詐
欺
的
な
新
会
員
募
集
活
動
に
対
す
る
不
法
行
為
糞
荘
は
、
社
会
に
対
し
て
爽
費
約
負
担
を
諜
す
も
の
で
は
な
い
。
詐
欺
に
よ
る
寅

任
に
服
せ
し
め
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
方
法
、
或
い
は
程
壌
に
お
い
て
も
教
会
の
会
員
が
彼
ら
の
祭
教
的
共
肉
体
令
営
み
、

ょ
う
礼
拝
し
、
他
人
と
交
わ
り
、
書
物
を
薮
売
し
、
窓
布
し
、
遜
り
で
改
宗
さ
せ
、
資
金
を
勧
誘
し
、
或
い
は
文
鮮
明
の
メ
ツ
セ
イ
ジ

(
円
相
)

を
民
衆
に
伝
達
す
る
こ
と
を
妨
叩
、
禁
止
す
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
。
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次
に
か
か
る
不
法
行
為
賓
径
を
課
す
こ
と
に
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
到
の
利
益
が
存
在
す
る
か
否
か
が
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

我
々
は
、
教
会
の
詐
歎
的
行
為
が
提
供
す
る
「
公
共
の
安
全
、
平
和
或
い
は
秩
序
」
へ
の
実
質
的
脅
威
が
あ
る
と
認
定
す
る
こ
と
に
何

等
の
盟
難
性
も
持
ち
合
わ
せ
な
い
。
強
制
制
説
得
を
体
験
す
る
幾
人
か
の
個
人
は
、
無
傷
で
あ
ろ
う
が
、
多
く
の
人
は
、
著
し
く
、
口
品
つ

時
と
し
て
取
り
消
す
こ
と
の
で
き
な
い
肉
体
的
、
心
理
的
提
乱
を
発
見
す
る
。
ぞ
れ
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
精
神
的
分
裂
症
、
自
己

損
傷
及
び
自
殺
行
為
に
も
結
び
付
く
の
で
あ
る
。
船
内
は
、
そ
の
市
民
が
か
か
る
嘗
在
的
に
危
険
な
プ
ロ
セ
ス
に
欺
か
れ
て
気
づ
か
な
い

う
ち
に
限
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
保
護
す
る
こ
と
に
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
を
明
ら
か
に
有
し
て
い
る
。

州
は
、
間
同
様
に
家
議
縦
疫
を
保
護
す
る
こ
と
に
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
を
有
し
て
い
る
。
家
族
は
、
そ
の
構
成
員
の
一
人
が
気
が

つ
か
な
い
で
強
制
説
得
に
譲
し
た
場
合
、
意
に
馨
し
い
ス
ト
レ
ス
を
被
り
、
ま
た
時
と
し
て
著
し
い
財
政
的
損
失
を
被
る
の
で
あ
る
か
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ら
で
あ
る
。
開
は
、
詐
欺
及
び
惑
わ
し
の
結
果
招
来
す
る
か
か
る
滅
嬢
か
ら
家
族
を
保
護
す
る
こ
と
に
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
を
有

し
て
い
る
。

設
に
、
入
を
欺
く
改
宗
活
動
に
対
す
る
不
法
行
為
責
告
は
、
統
一
教
会
の
宗
教
の
ム
自
由
な
鵠
動
に
ぎ
り
ぎ
り
の
負
担
を
課
す
も
の
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
か
か
る
負
担
は
、
同
意
し
て
い
な
い
摺
人
を
強
制
約
説
得
の
場
に
詐
欺
的
に
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
公
共

の
安
全
、
平
和
及
び
秩
序
に
対
す
る
実
質
的
脅
威
か
ら
個
人
及
び
家
挨
を
保
護
す
る
こ
と
に
有
す
る
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
州
の
利
益
に
よ
っ

(
H
H
)
 

て
正
当
化
さ
れ
る
と
結
論
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

本
判
決
に
設
え
ば
、
宗
教
団
体
の
会
員
が
改
宗
さ
せ
る
意
醤
を
持
っ
て
人
に
近
づ
き
、
真
の
意
図
を
伝
え
な
か
っ
た
場
合
、
い
か
な

る
場
合
に
も
、
裁
判
所
が
宗
教
団
体
の
責
任
を
認
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
判
断
規
準
に
従
え
ば
、
教
会
は
、
十
代
の
会
員

が
改
議
怒
、
せ
る
意
闘
を
も
っ
て
友
人
を
臼
曜
日
の
泰
社
活
動
に
誘
っ
て
も
、
責
任
が
認
定
さ
得
る
可
能
性
が
で
て
く
る
と
い
わ
ざ
る
を
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得
な
い
。
ま
た
、
州
最
高
裁
判
決
の
究
極
的
効
果
は
、
あ
ら
ゆ
る
家
教
に
よ
る
改
宗
活
動
の
規
制
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
か

る
州
に
よ
る
改
宗
規
制
は
、
新
旧
含
め
て
会
宗
教
語
体
に
欝
響
を
与
え
る
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
干
渉
と
な
る
。

一
史
に
は
、
判
決
は
、
北
ハ
に
祈
祷
し
、
神
学
を
学
び
、
膜
議
し
、
歓
を
敏
い
、
或
い
は
講
義
を
聞
く
と
い
っ
た
宗
教
活
動
に
通
鰐
伴
う

活
動
を
も
「
強
制
説
得
」
に
な
る
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
で
は
、
権
利
償
容
と
は
な
ら
な
い
改
諜
活
動
ま
で
が
、
不
法

行
為
費
径
を
負
わ
さ
れ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
連
邦
地
方
裁
判
所
で
最
近
争
わ
れ
た
一
一
つ
の
事
件
i
刑
事
事
件
と
民
事
事
件
ー
ー
に
お
い
て
、

マ
i
ガ
レ
ッ
ト
・
シ
ン

ガ
ー
の
説
く
洗
脳
理
論
は
、
掠
回
帰
さ
れ
て
い
な
い
。(

K
W〉

第
一
の
事
件
は
、

C
E
Z門
田
宮
E
2
4・
5
吾
容
き
で
あ
る
。
郵
便
を
使
つ
て
の
詐
欺
で
能
訴
さ
れ
た
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ

i
教
会
の

会
員
が
、
シ
ン
ガ
ー
と
社
会
学
者
ワ
チ
ヤ
ー
ド
・
オ
フ
セ
の
説
く
註
脳
理
論
に
基
づ
き
、
当
該
行
為
の
轄
に
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
に
よ
っ



て
行
わ
れ
た
詮
議
に
よ
る
無
籍
力
状
態
に
あ
っ
た
と
し
、
心
神
喪
失
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、

一
九
九

O
年
三
月
、
連
邦
地
裁
は
、

吋
ゆ
郁
教
的
カ
ル
ト
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
強
制
説
得
に
関
す
る
シ
ン
ガ

i
及
び
オ
フ
セ
の
理
論
は
、
連
邦
裁
判
所
に
お
い
て
証
拠
と
し
て

有
効
と
認
め
ら
れ
る
に
ま
マ
十
分
確
立
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。(
M
W
〉

む
o
m
m
a
H
l
門
戸
伊
で
あ
る
。

本
件
は
、

超
越
前
撰
懇

第
一
一
の
事
件
は
、

山
内
き
ち
な
間
在

MMrwm 
M
W
H
ぬ
命
保
江

OHM

叫

-

d
明
。
吋
日
仏

(
P
S号
室
内
広
三
色
誌

&
g
E
o
p
J
3向
)
の
前
活
動
家
が
、
ム
自
分
は
涜
議
さ
れ
た
た
め
参
加
し
た
の
だ
と
し
て
寸
誌
を
訴
え
た
事
件

で
あ
る
。
事
実
務
裁
判
所
は
、
シ
ン
ガ
ー
の
洗
脳
お
よ
び
強
制
制
説
得
理
論
の
鉦
替
を
探
崩
し
た
が
、
連
邦
控
訴
裁
判
所
は
、

一
九
九
八

アメザカ合衆留における「新実害車交速算事Jをめぐる法的諮問題{藤田)

年
八
月
、
本
件
を
さ
ら
に
証
拠
の
審
理
を
尽
く
す
よ
う
差
し
戻
し
判
決
を
下
し
た
が
、
そ
の
際
、

、
ド
ク
タ

i
-
シ
ン
ガ
ー
の

理
論
、
緊
ち
、
身
体
に
対
す
る
脅
威
ま
た
は
強
制
が
存
を
し
な
い
場
合
、
設
耐
網
の
技
術
が
有
用
で
あ
る
と
い
う
理
論
は
、
科
学
の
世
界

に
あ
っ
て
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
熱
心
な
支
持
者
が
お
り
、

一
般
的
に
容
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、

い
か
な
る
経
拠
を
も
提
示
し
て
は
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ltミ

な

と
述
べ
て
い
る
。

治
会
法
的
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
め
ぐ
る
育
法
判
断

(
必
)

町
内
包
い

N

4
・
m
H
M
M
X
5
0吋
の

ο凶
吋
け

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郡
上
位
裁
判
所
は
、
統
一
教
会
の

議
は
上
の
成
人
教
会
員
の
五
人
の
両
親
の
訴
え
に
よ
り
「
一
九
七
二
年

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
検
認
法

Q
g
v険
診
〉
与
に
第

第
に
基
づ
き
、
両
親
を
教
会
員
の
一
待
柏
町
保
護
者
(
件
。
密
閉
M
2
R
M可

3
5
2
5
S
Z
と
し
て
指
名
し
、
統

教
会
に
よ
っ
て
教
先
さ
れ
た
思
想
か
ら
被
保
護
者
を
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る
こ
と
を
許

可
す
る
命
令
を
発
行
し
た
。
そ
こ
で
被
保
護
者
逮
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
控
訴
裁
判
所
に
当
該
命
令
の
禁
止
又
は

{
始
時
〉

よ
る
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
禁
止
を
求
め
て
讃
類
し
た
。

特
約
保
護
者
に

検
語
法
第
一
七
五
一
節
は
、
「
老
齢
、
疾
患
、
議
書
、
縁
側
神
薄
弱
、
放
縦
、
麻
薬
常
用
そ
の
惣
の
臓
疾
又
は
そ
の
他
の
離
間

K
ょ
っ
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て
適
切
に
自
己
又
は
そ
の
財
艇
を
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
成
人
、
か
か
る
原
田
出
、
或
い
は
そ
の
他
の
尿
器
に
よ
っ
て
狭
猪
で
妊
患
…

い
人
物
に
歎
か
れ
、
つ
け
こ
ま
れ
る
者
」
に
保
護
者
の
指
名
を
認
め
て
い
る
。
当
譲
規
定
は
、

…
九
七
六
年
法
第

一
五
七
章
第
ニ
五

欝
で
設
正
さ
れ
〈

と
幾
定
さ
れ
て
い
た
簡
所
は
、
偲
入
が
「
倒
人

(
同
州
)

的
必
要
性
の
た
め
に
肉
体
的
健
康
設
ぴ
衣
食
生
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
」
に
指
名
さ
れ
る
と
改
正
答
れ
て
い
る
。
ま
た
、

九
七
七
年
六
月
一
日
施
行
}
、
「
適
切
に
自
己
を
智
理
で
き
な
い

一
九
七
二
年
法
第
一
八
五
一
節
は
、
会
て
の
保
護
者
は
被
保
護
者
の
保
護
、
管
理
及
び
監
督
を
行
い
、
州
内
の
い
か
な
る
場
所
に
も
裁

利
一
昨
の
許
可
を
得
て
被
保
護
考
の
蹄
性
地
を
決
定
で
き
る
と
規
定
し
て
い
た
が
、
設
正
さ
れ
〈
一
九
七
七
年
六
晃
一
日
潟
行
〉
保
護
者

を
指
名
さ
れ
た
知
何
な
る
人
も
昌
己
の
意
志
に
反
し
て
精
神
衛
生
治
療
に
付
さ
れ
ず
、
被
保
護
者
の
不
本
意
の
衛
生
治
療
は
、
「
福
祉

(日〉

施
設
法
(
芸
品
巧
包
州
知
吋
叩

g内
四
日
口
三
広
三
怠
誌
の
。
含
〉
」
の
諸
規
議
に
挺
つ
て
の
み
取
得
し
得
る
皆
が
追
加
規
ん
…
比
さ
れ
た
。

控
訴
裁
判
所
は
、
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九
七
七
年
二
一
丹
、
本
件
法
律
は
憲
法
上
漠
然
性
の
設
に
無
効
で
あ
る
と
判
示
し
、
被
保
護
者
の
請
願
を
認
め

た
。
シ
ム
ス
判
事
が
、
法
廷
意
見
品
化
論
べ
て
い
る
。
以
下
判
決
の
要
旨
で
あ
る
。

)
 
a
 
{
 
検
認
法
第
一
七
五
一
節
規
定
の
摸
然
性
l

…
九
七
二
年
、
合
衆
悶
最
高
裁
判
所
は
、

C
Z
3
a
4・
Q
許
可
え
ぎ
の

w
r
E
2
0∞

c・m-
ち
と
で
漢
然
と
し
た
法
律
が
害
す
る
震
繋
な
価
値
に
つ
い
て
指
擁
し
て
い
る
。
即
ち
、
第
一
に
人
は
、
合
法
的
行
為
と
非
合
法

的
行
為
の
間
で
告
白
に
行
動
し
得
る
の
で
あ
り
、
法
律
は
、
通
常
の
判
断
力
・
を
も
っ
人
に
い
か
な
る
行
為
が
禁
乙
ら
れ
る
か
を
知
る
機

会
を
与
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
撰
撲
と
し
た
法
樟
は
、
公
平
な
警
告
を
号
、
え
な
い
が
故
に
、
界
の
な
い
人
を
窮
地
に
追
い

込
む
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
懇
意
的
、
議
別
的
施
行
が
妨
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
法
律
は
、
そ
れ
を
適
用
す
る
考
に
明
確
な
基

準
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
議
強
と
し
た
法
律
は
、
響
察
宮
、
判
事
及
び
蹄
審
に
彼
ら
が
懇
意
的
立
つ
差
別
的
適
用
を
行
、
つ
怠
検

性
を
伴
、
つ
基
本
的
政
策
事
項
令
袋
粧
し
て
い
る
。
第
一
二
に
、
漠
然
と
し
た
法
律
が
、
修
正
第
一
条
の
藩
本
的
な
自
由
と
い
う
徴
妙
な
領

域
に
か
か
わ
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
自
由
の
行
使
を
禁
止
す
る
方
向
に
機
能
す
る
。
法
律
の
不
明
瞭
な
る
意
味
内
容
は
、
必
然
的
に
盟
県



を
し
て
禁
止
さ
れ
た
領
域
で
広
く
行
動
す
る
よ
う
に
導
く
の
で
あ
る
。

本
件
に
か
か
る
法
理
を
適
用
す
る
な
ら
ば
、
宗
教
に
よ
る
救
済
を
求
め
、
或
い
は
政
治
運
動
に
た
ず
さ
わ
る
個
人
は
、
狭
猪
で
吐
黒

い
人
物
に
欺
か
れ
て
き
た
と
の
訴
え
に
基
づ
い
て
他
人
の
保
護
下
に
置
か
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
か
か

る
訴
え
が
申
し
立
て
ら
れ
た
場
合
、
被
保
護
者
が
選
ん
だ
教
訓
や
友
人
を
審
理
す
る
裁
判
所
又
は
陪
審
は
、
そ
の
行
動
を
評
価
す
る
よ

り
よ
き
基
準
を
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
。
ま
た
か
か
る
手
続
の
脅
威
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
個
人
の
宗
教
目
的
の
活
動
及
び

交
際
し
た
い
と
思
う
人
と
の
交
際
の
自
由
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

アメリカ合衆国における「新宗教運動」をめぐる法的諸問題(藤田)

「
狭
猪
で
吐
黒
い
人
物
に
欺
か
れ
や
す
い
」
と
い
う
第
一
七
五
一
節
の
文
言
は
、
財
産
の
損
失
に
適
用
さ
れ
る
場
合
は
そ
れ
な
り
の
意

味
内
容
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
非
常
に
漠
然
と
し
て
い
る
が
故
に
、
思
想
の
世
界
に
は
適
用
で
き
な
い
。
サ
プ
リ
ミ
ナ
ル
広
告
、

テ
レ
ピ
、
公
開
及
び
心
理
学
的
販
売
術
が
氾
濫
し
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
だ
れ
人
も
い
た
る
処
で
技
猪
で
吐
黒
い
人
物
に
晒
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さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
が
屈
服
す
る
見
込
み
の
程
度
を
審
査
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
る
。
信
条
、
特
に
、
宗
教
教
義
の
分
野

に
お
い
て
は
、
不
可
能
で
な
い
に
し
て
も
、
虚
偽
及
び
詐
欺
が
判
断
さ
れ
得
る
一
般
的
真
実
性
を
確
立
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
従
つ

て
、
改
正
前
の
第
一
七
五
一
節
の
規
定
は
漠
然
と
し
て
い
る
が
故
に
、
本
件
に
お
い
て
両
親
達
が
主
張
す
る
よ
う
に
成
人
か
ら
行
動
の

(ロ)

自
由
剥
奪
す
る
手
続
に
は
適
用
で
き
な
い
の
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
護
者
権
を
を
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
目
的
で
両
親
に
付
与
す
る
手
続
上
の
問
題
点
|
本
件
に
お
い
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
は
、

被
保
護
者
の
財
産
で
は
な
く
そ
の
精
神
で
あ
る
。

一
九
七
二
年
法
第
一
七
五
一
節
は
、

一
九
七
六
年
法
第
一
三
五
七
章
第
二
五
節
で
改

正
さ
れ
て
お
り
、
本
件
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
現
行
法
規
定
は
、
保
護
者
権
は
個
人
が
適
切
に
個
人
的
必
要
性
の
た
め
に
肉
体
的
健
康
及

ぴ
衣
食
住
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
保
護
者
を
指
名
で
き
る
と
な
っ
て
い
る
。
当
法
廷
は
、
改
正
規
定
を
「
適
切
に
自
己

を
管
理
で
き
な
い
」
と
規
定
し
て
い
た
前
法
の
箇
所
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
解
釈
す
る
。
本
件
に
お
い
て
被
保
護
者
が
非
衛
生
的
で
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あ
っ
た
と
か
、
衣
食
住
会
実
際
に
奪
わ
れ
、
成
い
は
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
立
誌
は
為
さ
れ
て
は
い
な
い
。
従
っ
て
、

保
護
者
の
指
名
が
正
当
化
さ
れ
得
る
か
杏
か
は
、

一
に
被
保
護
者
の
精
神
構
生
保
護
の
為
に
必
要
性
が
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い

る
。
尚
、
前
記
法
第
一
八
五
一
節
の
追
加
規
定
参
摘
。

成
人
に
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
子
供
は
、
畿
の
監
餐
か
ら
解
放
さ
れ
、
米
成
年
に
連
累
さ
れ
る
特
別
の
手
続
又
は
監
督
に
は
も
は
や

服
さ
な
い
。
し
か
し
、
米
成
年
の
子
供
で
あ
っ
て
も
、
子
供
の
自
闘
を
奪
う
処
遇
の
場
合
、
畿
の
権
利
は
制
約
さ
れ
る
。
即
ち
、
閣
の

み
な
ら
ず
殺
も
子
供
の
治
療
の
必
要
が
な
く
、
又
は
治
療
が
務
し
く
子
供
の
自
由
を
奪
う
場
合
は
、
子
供
を
掴
の
精
神
病
設
に
入
院
さ

せ
る
利
読
を
有
さ
な
い
。
主
饗
手
続
に
デ
ュ

i
・
プ
ロ
セ
ス
を
要
求
す
る
子
供
の
機
制
約
の
承
認
は
、
放
に
、
不
当
に
子
供
の
教
育
委
監

設
す
る
畿
の
権
利
を
侵
害
す
る
も
の
と
は
な
ら
な
い

(
E
B
M
W
O哲
円
∞
よ
お
ゅ
の
色
-
H
H
M
M

言
務
山
〈
邑
ゴ
)
)
。

成
人
の
有
す
る
自
由
の
利
益
は
、
最
一
良
の
精
神
衛
生
徒
進
に
有
す
る
醸
の
創
刊
益
に
優
位
す
る
。
間
は
、
危
険
で
は
な
い
成
人
を
精
神

衛
生
目
的
の
為
に
の
み
に
監
禁
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
期
明
ら
か
に
、
州
は
、
警
な
き
精
神
病
患
者
を
心
な
ら
ず
も
監
禁
し
得
な
い
こ

と
は
合
衆
間
最
高
裁
の
判
示
す
る
処
で
あ
る

(
0
6
8
8円
4
・
む
き
色
野
O
夕

食

N
C
-
m
-
g
u

成
入
者
が
著
し
く
無
能
力
で
な
い
限
り
、
そ
の
持
動
の
自
由
を
奪
う
正
当
事
出
聞
を
「
検
諒
法
い
の
下
で
も
、
「
揺
祉
雄
投
法
」
の
下

で
も
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
治
療
を
饗
す
る
「
強
制
説
得
」
又
は
「
洗
脳
」
が
あ
る
と
す
れ
語
、
「
福
祉
施
設
法
」
に
規
定
さ

れ
た
市
民
的
自
取
に
関
す
る
基
本
的
人
権
の
保
障
に
従
っ
た
後
に
か
か
る
精
神
的
無
能
力
の
存
在
、
友
び
治
療
の
為
の
精
棟
前
に
無
能

カ
な
偶
人
に
対
す
る
詮
的
監
督
の
必
要
性
が
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
手
続
を
踏
ま
な
い
銀
行
，
、
思
想
操
作
を
日
的
と

し
た
誘
拐
・
そ
許
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
誕
っ
て
、
当
法
廷
は
、
検
器
法
の
諸
規
定
は
保
護
者
指
名
を
正
当
先
す
る
為
に
適
用
で
き

〈

mw〉

な
い
と
結
論
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
判
決
に
つ
い
て
ロ
ピ
ン
ス
は
、
判
決
を
妥
当
な
も
の
と
し
て
評
価
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
親
は
成
人
し
た
子
供
の
精
神
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的
能
力
令
関
親
に
し
、
精
神
病
施
設
へ
紋
容
す
る
よ
う
一
請
願
す
る
権
科
を
有
す
る
。
し
か
し
、
収
容
基
準
が
連
合
し
な
い
場
合
、
強
制

柏
町
稼
鷺
及
び
監
禁
は
、
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
市
民
は
一
般
に
理
性
的
で
あ
り
、
理
非
の
分
崩
能
力
が
あ
る
と
す
る
前
提
に

立
つ
法
制
度
の
下
に
お
い
て
は
、
し
か
る
べ
き
理
由
も
な
く
無
能
力
に
介
入
し
、
或
い
は
個
人
を
無
能
力
者
と
し
て
処
遇
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
合
法
的
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、
有
害
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
覆
用
を
正
当
化
す
る
た
め
に
精
持
操
作
と
か
洗

騒
と
い
う
漠
然
且
つ
不
明
瞭
な
観
念
に
援
拠
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
個
人
は
、
収
監
手
続
の
手
畿
約
係
機
の
手
統
合
踏

アメリカ合衆閣における「新宗教運動jをめぐるをま約縁関緩{通話回)

む
こ
と
な
く
強
制
的
に
監
禁
さ
れ
又
は
築
遇
さ
れ
る
。
か
か
る
方
法
で
遂
行
さ
れ
る

〈
山
内
〉

L

刀
の
推
定
〈
官
時
間
反
省
け
い
o

n

o
同
校
n
o
H
P
M添
付

3
2
}
を
制
服
化
す
る
避
に
議
ず
る
。

方
的
係
機
響
機
又
は
後
鶴
見
権
の
持
穫
は
、
無
能

掛
非
合
法
的
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
め
ぐ
る
剖
法
判
断

(
出
州
)

の
O
H
O
Hぴ
ぴ
氏

8
4・
同
冊
目

q
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事
実
関
係
が
大
変
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
の
で
少
々
長
く
な
る
が
、
以
下
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
九
七
七
年
統
一
教
会
に
入
会
し
て
い
た
当
時
二
七
歳
の
本
件
被
告
ア
ン
ソ
ニ

i
-
コ
ロ
ン
ブ
リ
ト
1

〈〉

z
gミ
C
M
T
話
可
W
C〉

一
時
的
保
舗
を
付
与
す
る
竣
鶴
見
機
命
令
令

の
母
親
は
、

一
九
七
九
年
六
月
、
弁
護
士
を
通
し
て
原
告
た
る
息
子
コ
ロ
ン
プ
リ
ト
i
に、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ

i
ジ
1
州
裁
判
所
に
一
方
的
に
求
め
た
。
時
州
法
に
は
、
か
か
る
鶏
畿
に
は
二
人
の
臨
師
の
賞
饗
供
述
舎
の
添
付
を
必
饗

と
す
る
皆
翠
定
し
で
あ
っ
た
が
〈
Z
・μ
制
作
。
ル
タ
キ
建
肇

母
親
は

議
の
笠
…
馨
供
述
書
を
準
備
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

六
月
中
旬
、
持
制
川
上
級
司
法
裁
判
所
は
、
母
親
の

詩
的
後
見
を
四
五
日
間
の
期
告
で
議
め
、
そ
の
後
十
月
中
旬
ま
で
延
長
し
た
〈
そ

の
間
の
手
続
、
判
椀
集
か
ら
は
不
明
)
。

同
命
令
に
基
づ
い
て
同
年
八
月
、
コ
ロ
ン
プ
リ
ト
!
の
両
親
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
鮒
バ

i
リ
ン
グ
ト
ン

(
切
hHH-
江
口
m円
仲
間

UHM)

で
開
催

中
の
統
一
一
教
会
の
修
練
会
を
訪
れ
、
原
告
を
再
開
キ
ン
グ
ス
ト
ン
(
田
口
問
問
さ
と
に
夕
食
に
存
こ
う
と
誘
い
車
に
乗
せ
た
。
震
告
は
、
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次
の
よ
う
に
証
言
し
て
い
る
。
部
ち
、
車
に
本
件
被
告
ガ
レ
ン
・
ケ
リ
i

〈
の
民
自
問
。
己
主
と
ぞ
の
仲
間
が
車
に
乗
り
込
み
ド
ア
に

ロ
ッ
ク
し
、
原
告
・
を
逃
走
で
き
な
い
よ
う
に
二
人
の
真
中
に
坐
ら
せ
、
予
め
ラ
ジ
オ
連
絡
を
取
っ
て
い
た
も
う
一
台
の
車
と
共
に
父
袈

が
運
転
し
、
被
箭
ケ
リ
!
の
祖
母
所
有
の
問
娯
ア
コ

l
ド
〈
〉
出
合
言
仏
)
の
孤
立
し
た
醐
殿
場
の
移
動
金
宅
に
投
致
さ
れ
た
。
銃
念
持
つ

た
ケ
リ
!
と
援
の
仲
間
二
人
は
、
細
部
告
の
意
思
に
援
し
て
そ
の
中
に
一
晩
閉
じ
込
め
、
裁
判
所
ι

愛
情
に
基
づ
き
原
告
を
一
二
十
日
間
保
護

す
る
こ
と
が
で
き
る
殺
を
皆
げ
、
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
っ
た
。
見
張
り
が
ド
ア
の
処
に
立
ち
、
逃
走
を
鵠
げ
た
。

統
一
教
会
か
ら
連
絡
を
受
け
た
警
察
繋
が
翌
日
原
告
を
数
助
し
、
警
察
官
は
、
原
告
は
疲
労
し
て
い
る
が
行
動
と
反
応
が
瞬
糠
立
つ

理
性
的
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
原
告
は
、
自
ら
の
意
思
に
皮
し
て
監
禁
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
教
会
に
廃
り
た
い
と
議
ベ
、
教
会
の

修
練
会
に
護
帰
し
た
。
こ
の
事
件
の
問
、
原
告
は
ニ
ュ

l
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
滞
在
し
て
は
い
な
い
。

間
年
秋
、
原
告
は
、
ケ
リ
!
と
そ
の
仲
間
は
、
安
一
宗
教
に
対
す
る
憎
悪
に
基
づ
い
て
借
入
か
ら
公
民
権
を
剥
奪
す
る
誘
拐
を
禁
じ
て
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い
る
合
衆
図
法
典
第
密
二
表
題
第

九
八
五
条
川
仰
を
侵
害
し
て
彼
の
公
民
権
を
奪
っ
た
、
岳
会
衆
閣
法
典
第
閉
山
二
表
題
第
一
九
八
一
一
一
条

を
侵
饗
し
て
州
法
の
仮
醤
の
一
?
に
憲
法
上
の
権
創
刊
合
剥
奪
し
た
、
@
ニ
ュ

l
湾
、
i
ク
州
公
民
権
法
に
違
一
反
し
て
差
挺
し
た
、
と
主
張
し

(
日
)

本
件
訴
訟
を
提
起
し
、
ケ
リ
i
に
対
す
る
永
久
義
止
命
令
、
補
償
的
議
害
賠
償
、
態
制
約
的
調
書
賠
噴
及
び
弁
護
士
料
を
讃
求
し
た
。

お
よ
そ
二
年
間
の
間
開
示
後
、
予
審
法
話
が
閉
廷
さ
れ
、
ォ
ー
エ
ン
連
邦
地
誌
判
事
は
、
被
告
が
後
見
権
命
令
を
発
行
し
た
ニ
ュ

i
ジ
ャ
ー

ジ
i
開
設
判
所
判
事
と
共
謀
し
た
証
拠
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
原
告
は
必
要
な
州
行
為
を
立
証
し
て
い
な
い
と
し
て
第
一
九
八

…
一
一
条
の
主
張
を
棄
却
し
、
原
告
の
第
一
九
八
五
条
例
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
に
基
づ
く
ま
臓
に
対
す
る
判
断
を
穣
保
し
た
。

九
人
五
条
仰
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
真
正
な
宗
教
で
は
な
く
、
ケ
リ
i
は
原
告
の
宗
教
へ
の

そ
こ
で
被
告
側
は
、
統
一
一
教
会
は
第

憎
悪
に
よ
っ
て
で
は
な
く
息
子
の
拳
福
へ
の
母
親
の
鴻
心
か
ら
行
動
し
た
と
主
強
し
、
ケ
リ
i
に
よ
っ
て
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ

た
元
教
会
員
連
は
、
教
会
は
洗
脳
を
行
い
、
良
・
闘
を
奪
い
、
そ
し
て
基
金
調
達
に
携
っ
た
結
楽
健
康
を
害
し
た
と
笈
欝
柾
脅
し
た
。
吏



に
、
宗
教
及
び
医
学
の
専
掛
け
家
が
、
格
一
ふ
の
証
一
育
会
行
っ
て
い
る
。

公
判
中
被
告
側
が
、
統
一
教
会
の
指
導
者
・
文
師
〈
出
2
0
2邑
案
。
。
三
を
、
来
た
し
て
統
一
教
会
が
真
正
な
宗
教
か
窓
口
か
を
務
灘

す
る
た
め
に
召
喚
状
を
発
む
ね
す
る
よ
う
要
求
し
、
オ
l
エ
ン
判
事
が
こ
れ
を
発
行
し
た
た
め
、
原
告
は
、
葡
見
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
る

と
し
訴
訟
の
取
り
下
げ
を
磁
審
議
し
た
が
、
間
判
事
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。

文
師
龍
一
習
の
一
一
詩
後
の

九
人
一
一
年
五
月
、
原
告
は
、
オ
i
エ
ン
判
事
に
偏
見
を
も
っ
訴
訟
の
取
消
し
・
申
請
を
認
め
、
文
締
証
言
を

中
止
す
る
よ
う
携
揺
し
た
第
二
巡
随
区
連
邦
控
訴
裁
判
所
の
命
令
書
を
取
得
し
た
。

アメリ:命令衆闘における「新祭教進動」をめぐる法的諸問題(藤悶)

訴
訟
取
り
下
げ
後
、
被
告
側
は
、
合
衆
悶
法
典
第
題
一
一
表
題
第

九
八
八
条
に
恭
づ
い
て
弁
護
士
料
と
第
二
八
表
第
題
一
九
一
一

O
条

に
基
づ
く
訴
訟
費
惑
を
購
求
し
た
。
ォ
ー
エ
ン
判
事
は
、

年
後
の

九
八
四
年
七
月
、
い
か
な
る
証
言
騒
設
も
訴
訟
延
滞
の
説
明
も

せ
ず
、
続
一
教
会
に
対
し
て
一
九
八
ニ
年
五
月
か
ら
九
%
の
利
子
会
つ
け
総
え
た
八
万
間
千
ド
ル
以
上
の
金
額
を
支
払
う
よ
う
命
じ
た

〈

mw)

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
原
告
と
統
一
教
会
が
上
訴
し
た
。
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第
二
進
密
区
連
邦
控
訴
議
判
所
は
、

一
九
八
五
年
六
月
、
公
開
民
権
訴
訟
を
め
ぐ
る
弁
護
士
料
問
題
を
め
ぐ
る
利
関
法
を
た
ど
り
、
原

告
の
主
張
が
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
次
の
よ
う
に
判
決
を
下
し
て
い
る
。
以
下
判
決
要
旨
で

あ
る
。第臨
一
一
表
議
第

九
八
五
条
問
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
合
衆
間
関
最
高
哉
判
所
は
、

D
1
H
H
R
E
4
・
F
S
Z
H
M『
E
m
o
(品
g
c
-∞
-g(HSH)〉

で
吋
訴
訟
は
、
部
門
条
項
の
下
で
原
告
が
彼
の
憲
法
上
の
権
科
を
鋳
げ
る
た
め
に
共
同
謀
議
に
よ
っ
て
援
事
を
受
け
た
場
合
に
何
等
か
の

人
種
的
な
、
濃
い
は
そ
う
で
は
な
く
と
も
階
級
に
様
ぎ
し
た
古
川
終
的
損

1
g
g忠
不
当
に
築
制
則
的
な
意
揚
が
共
謀
者
の
行
動
の
背
景
に

あ
る
渡
り
禁
て
成
立
す
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
の
判
決
を
、
つ
け
て
緒
裁
判
所
は
、
議
教
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
窓
国
も
同
条
現
に
基

づ
い
て
訴
訟
を
提
起
し
得
る
と
判
決
を
下
し
て
い
る
(
綴
問
え
ば
、
巧
鈴
吋
仏

4
・
の
O
U同
wm
ツ
訟
何
回
仏
A
M

初
〈
品
協
の

w-
お
∞
同
〉
川
副
司
役
柄
的
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4

・
巧
5
0答
申
告
の
な
な
〉

g
o
a
E
Z
P
品
雪
月

ωau-∞
呂
(
冨
芸
)
)
。
更
に
、
統
一
教
会
の
真
正
な
宗
教
と
し
て
の
正
当
性
も

諸
鋭
利
所
が
認
め

τい
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(
例
え
ば
、

前
記
ウ
ォ

i
ド
事
件
、

国

o-〕『

∞同M
ルユ4
F

4 

サ
hwun

〉
日
間
。
口

Fmwtcロ

の
O
際
限
広
間
い

o
p
h抑制一
w
Z
M
w
e

立
法
M

{

お
∞
M
)

〉。

実
際
に
も
裁
判
所
は
、
統

教
会
員
に
よ
る
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
対
す
る
開
条
項
に
魂
っ
く
訴
訟
理
由
を
支
持
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
〈
欝
記
ウ
ォ

i
ド
事
件
)
、
東
に
は
、
そ
の
他
の
宗
教
館
体
の
会
員
に
よ
る
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
対
す
る
訴
訟
を
支
持
し
て
き
て

い
る
(
錦
、
ぇ
語
、

3
2
M
C吋
44
・わい
M
M
g江
戸
∞
恕
内
法
お
お

〈

g
o
m知
的
仲
叩
吋
判
。
附
け
ぽ
出

o
q
p
o
gの
け
炉
内
》
添
え
答
品

∞
日
∞
臣
詰
込
主
義
三
言
寄
可
)
一
割
品
川
申

2
4・の
o
ア
m
∞M
円
安
切
り
お
器
〈
迄
ま

xuanG阿
部
的
。
同
協
品
川
、
。
吋
仏
仏
部
m
m
m

認
さ
含
日
付
。
吋
ロ

〈

-}UZ
ユn
F
言
。
『

-E同省
-
S
M
(お吋
ω
〉(のげ町内町

g
え
の
急
)
)
。
縫
っ
て
、
本
件
原
告
の
同
条
項
に
基
づ
く
訴
訟
は
、
理
由
な
し

(
関
)

と
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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第
一
審
判
決
は
、

コ
ロ
ン
プ
リ
ト
1
は
両
親
が
彼
に
と
っ
て
最
善
の
行
動
を
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
こ
と
を
認
め
る
立
涯
を
し
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
開
条
項
の
訴
訟
用
件
を
備
え
て
い
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
親
の
心
配
と
階
級
に
根
ざ
し
た
偏
見
は
、

共
等
し
、
或
い
は
持
と
し
て
合
体
し
得
る
。
訴
訟
記
銭
か
ら
し
て
一
肉
親
は
、
息
子
の
幸
福
を
心
配
し
て
行
動
し
た
の
だ
が
、
需
時
に
息

吋
，
ず
が
謡
心
し
た
統

教
会
、
そ
の
償
念
及
ぴ
実
撲
に
対
す
る
激
し
い
憎
悪
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
た
こ
と
も
推
移
し
得
る
。
統
一
教
会
に

対
す
る
稜
ら
の
評
価
が
真
実
で
あ
る
と
か
、
他
の
人
々
も
そ
れ
に
開
調
す
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
ケ
リ
ー
を
見

つ
け
出
し
、
共
問
し
て
に
七
歳
の
成
人
し
た
ム
息
子
が
告
白
に
活
動
し
自
ら
の
生
活
様
式
を
を
選
択
し
た
り
、
諮
ら
選
択
し
た
宗
教
を
実

接
す
る
権
制
作
を
無
理
や
り
彩
、
つ
権
利
が
議
ら
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
原
告
が
か
か
る
こ
と
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
権
剥
は
、
ま
さ
に
修
正
第
一
条
及
び
修
正
第
一
密
条
の
中
核
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
原
告
会
語
、
心
冬
せ
る
た
め
に
用
い

ら
れ
た
「
洗
脳
」
方
法
が
不
法
で
あ
る
と
い
う
余
議
(
号
寝
室
含
〉
を
彼
定
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
被
告
側
が
誘
拐
、
不
法



監
禁
、
肉
体
的
暴
行
に
よ
っ
て
彼
を
信
仰
回
帰
さ
せ
る

(
g
g
g吋
S
P
Zユ
〉
た
め
の
不
法
手
段
の
使
用
を
正
当
化
す
る
も
の
で
な

(
m
H
)
 

L
V
 

七

ま
と
め

フ
ラ
ン
ク
・
フ
リ
ン
〈
方
議
W

は
、
改
嬬
が
論
争
を
引
き
毅
こ
し
た
の
は
な
に
も
現
代
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
と
し
、

アメリカ合衆回における「新宗教運動Jt-めぐる法的諸問題車(通事関)

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
開
ち
、
托
鉢
修
道
会
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ド
ミ
ニ
コ
会
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
、
ア
ウ
グ
ス
日
ア
イ
ヌ
ス
会

等
の
中
世
都
市
の
義
務
の
運
動
に
参
加
し
た
若
き
青
年
者
逮
は
、
設
成
教
会
の
襲
職
者
か
ら
「
正
気
で
な
い
」
と
か
、
「
悪
離
の
子
」

と
時
ば
れ
て
い
た
。
ア
ッ
シ
ジ
の
醸
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
も
、
漉
ト
マ
ス
・
ア
キ
ナ
ス
も
、
後
ら
の
奇
妙
な
信
仰
と
物
乞
い
の
生
活
様
式
か

zリ

ら
彼
ら
を
間
引
き
離
す
た
め
に
、
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
よ
う
と
し
た
一
向
緩
や
議
威
に
よ
っ
て
誘
拐
さ
れ
、
監
禁
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
大
覚
醒
運
動
の
誘
導
者
や
参
加
者
に
対
し
て
も
、
同
様
の
非
難
と
悪
口
が
既
成
の
ハ
;
パ
:
ド
聖
職
者
か
ら
浴
び
せ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
宗
教
的
理
由
に
基
づ
く
「
監
視
」
や
「
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
に
震
対
す
る
最
初
の
論
議
は
、
聖
一
ト
マ
ス
・
ア
キ
ナ
ス

(ω〉

自
身
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
。
従
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
宗
教
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
の
臆

史
的
発
展
過
程
の
中
で
符
等
か
の
有
形
無
形
の
攻
撃
を
受
け
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
的
多
一
冗
主
義
は
、
植
民
地
時
代
当
初
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
社
会
の
最
も
綴
饗
な
特
徴
の

つ
で
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
宗
教
の
告
白
な
活
動
を
保
障
し
、
題
教
の
樹
立
を
禁
止
す
る
合
衆
関
憲
法
修
正
第

条
は
、
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
的
多
様
性

及
び
宗
派
の
多
彩
性
に
と
っ
て
鷺
婆
な
設
舗
を
演
押
し
て
き
で
い
る
。
そ
し
て
こ
の
宗
教
的
多
様
性
が
、
殺
意
の
宗
教
的
信
条
の
保
持
を

悌
隊
し
、
合
衆
閣
が
闘
自
で
世
務
的
な
鴇
家
で
あ
る
と
い
う
概
念
形
成
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
多
様
性
を
ア
メ
リ
カ
人
は
、
自
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自
の
必
熱
的
結
果
と
見
倣
し
て
き
た
。
宗
教
的
多
様
性
の
合
衆
国
憲
法
へ
の
統
合
は
、
主
と
し
て
富
家
の
宗
教
的
中
立
性
を
純
え
ず
強

頴
し
て
き
た
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
て
き
た
。
開
裁
判
所
は
、
嬰
家
の
宗
教
的
中
立
性
は
宗
教
又
は
宗
教
的
信

条
へ
の
後
援
投
び
支
持
を
禁
ず
る
も
の
で
あ
る
と
判
示
し
て
き
で
い
る
。
既
に
一
世
紀
以
上
も
前
に
、
関
裁
判
所
は
、
d
提
出
仲
間

8
4・

〈
引
出
}

伝
言
∞
で
い
か
な
る
宗
教
的
信
念
を
も
保
持
し
、
い
か
な
る
宗
教
教
義
を
も
実
識
し
、
そ
し
て
道
徳
律
泉
び
財
産
法
を
浸
答
せ
ず
偶
人

的
権
蒋
を
認
す
こ
と
の
な
い
、
い
か
な
る
宗
教
教
義
を
も
教
え
る
権
利
は
、
完
全
且
つ
自
由
に
何
人
に
も
承
認
さ
れ
る
。
法
は
、
異
端

を
知
ら
ず
、
い
か
な
る
教
義
の
支
持
に
も
い
か
な
る
セ
ク
ト
の
国
定
に
も
掛
か
り
合
わ
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宗
教
的
多
元
主
義
は
、
自
由
と
平
等
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
「
章
容
」
に
綬
京
し
た
も
の
で
は

な
い
。
修
正
第
一
条
は
、
新
旧
を
間
わ
ず
あ
ら
ゆ
る
宗
教
宗
派
を
政
府
に
よ
る
攻
察
、
侵
答
及
び
議
裂
か
ら
保
護
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
富
自
主
義
社
会
に
お
い
て
は
新
宗
教
は
法
の
下
で
考
察
各
れ
、
そ
の
締
権
利
は
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
の
下
の
平
等

-152-

は
、
人
種
、
性
別
加
、
出
生
設
び
社
会
経
済
的
地
位
に
適
用
怒
れ
る
時
そ
の
他
の
市
即
応
的
自
由
及
び
権
科
と
部
様
、
宗
教
的
自
由
に
と
っ

(
的
出
)

て
も
最
重
要
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

襲
っ
て
、
あ
る
関
体
に
議
教
の
臨
出
を
者
定
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
会
て
の
人
の
宗
教
の
自
由
に
と
っ
て
の
脅
威
と
令
り
、
あ
る
宗
教

の
議
泰
若
か
ら
そ
mw
宗
教
的
権
利
を
剥
奪
す
る
こ
と
は
、
会
て
の
嬬
教
の
償
奉
者
の
そ
れ
を
念
険
に
婚
す
こ
と
に
な
る
。
放
に
、
ブ
フ
ぷ

フ
ァ

i
教
授
も
欝
う
よ
う
に
〈
エ
鮪
参
燕
〉
、
議
教
は
、
そ
の
教
義
が
社
会
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
或
い
は
券
伝
統
的
ゼ
あ
る
と
い

う
漂
白
に
基
づ
い
て
の
み
修
蕊
第

条
の
傑
脇
陣
令
都
恕
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
宗
教
法
体
の
活
動
に
不
法

行
為
が
成
立
せ
ず
、
又
は
公
共
の
安
全
、
平
和
或
い
は
秩
序
に
対
す
る
実
質
的
脅
迫
の
要
素
が
容
在
し
な
い
譲
り
、
法
は
そ
れ
に
介
入

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
諸
銭
判
所
が
、
新
宗
教
運
動
を
め
ぐ
る
法
的
諸
問
題
に
冷
静
に
対
応
し
て
い
る

所
創
酬
が
こ
こ
に
あ
る
と
震
え
よ
う
。
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